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緒
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的 二形態的二環出可能 ナル物質ナル爲二、其 ノ

生艦及結核生禮 二封 スル影響作用等 ノ検索検討

等 モ甚 シク多岐二亙 リ、種々複雑 ナル黙多 ク從

ツテ報告モ噺片的 トナリ、加 フルニSqualinノ

生膿 二封 スル活性 ガ不安定ナル状態 ニアリ、否

寧 ロ此 ノ不安定ナル活性度 テ安定ニナス可 キ意

味テ含 メテ試 ミラレタル試験紗 カラザ リシ爲成

績 ノ勢 ヒ不統一二失 シタル黙モ亦多 シ。是等 ノ

不備ナル黙不統一ナル黙等 テ補 ヒ、更 二其 ノ後

二Squalin二 就 テ 施 行 セ ル撒 々 ノ 實 験 二基 ヅ

キ、 概 括 的 観 黙 ヨ リ其 ノ生 罷 二封 ス ル作 用 、 拉

二 結核 生 艦(圭 トシテ動 物)二 封 スル慮 用 数 果 ラ

述 ベ ン トス.即 チ、 主 ト シテ病 理 解 剖 組 織 學 的

ノ観 察 實 瞼 テ 基 調FSテ ノSqulalinノ 概 括 テ

論 ジ、更 二Squainノ 家 兎 血 液 二及 ボ ス影 響 テ

モ検 セ リ、 血 液 學 的 ノ研 究 ハ 著 者 ノ1人 鴻 上 光

明 ノ憺 常 セル モ ノナ リ。

第1章Squalinノ 性歌

SqualinハSqualeneノ 異 性艦 ト見 倣 サル可 キ

モ ノニ シテ、 從 ツ テ純 化 學 的 構 造 等 ハ全 ク同様

ナ リ雛

Squaleneハ 特 殊 ノ油 脂 ノ 不 鹸 化物 ヨ リナ ル高

度 不 飽 和 炭 化 水 素 ニ シテ6個 ノ炭 素 二 重 結 合 テ

有 シ、 其 ノ分 子 式Cg,、Hs{}。

辻 本 満 丸氏13}ニ ヨ リ黒 子 鮫 肝 油 中 二奨 見(1914>

サ ル.無 色 抽 状 ノ液 鵠 ニ シデ硝 丸強 ク光 線 ヲ屈

折 ス、 純 梓 ナル ハ殆 ン ド臭 氣 ナ キ モ貯 藏 スル時

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CH3

ハrテ ル ペ ン」類 似 ノ臭 氣 ヲ帯 ブル ニ 至 ルe

「エ ー テ ル」、石 油 「エ ー テル」、四 聴 化 炭 素 及 「ア

セ ト ン」ニ ハ 易溶 性 、 冷 酒 精 及 氷 酷 酸 ニハ難 溶 、

強 熱 ス レバ 光輝 ア ル煽 ラ揚 ゲ テ燃 嶢 シ、 其 ノ際

樹 脂 檬 ノ臭 氣 ヲ放 ツ。

Squaleneハ 其 ノ 化 墨 的 構 造 ハ「テル ペ ン」族 ノ

「ヂ ヒ ドロ トリテ ル ペ ンJ=シ テ海 産 動 物
、 主 ト

シテ鮫 肝 油 中 二含 有 サ ル ・炭 化 水 素 ナ リ.

其 ノ構 造 式 ハ

　 　 　 　 CH3

(CH3.2C=CH・CHプCH2・C=CH。CHジCH2・C=CH。CHe
　 　 　 　 　 　 　 あ

(CH3)2C=CH・CH2・CH2・C=CH・CHゴCH2・C=CH・CH2　　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　

{
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CH3

鵡 上 氏9}　{s}.ハ此 ノ辻 本 氏 ノSqualeue二 封 シ、之

テ生 化 學 的 二慮 用 スル揚 合 二 活 性 ナ ル モ ノ ト、

然 ラザ ル モ ノ ・存 スル事 デ唱 へ、 生 罷 學 的 二活

性 ナル 毛 ノニ 封 シテ特 二Squalinナ ル 名柵 テ

　 　 　 　 CH3

符 セ ラル、爾Squalinノ 活 性 二封 スル 定 義 、規 格

等 ノ詳 細 ナル 黙 二關 シテ ハ鴻 上 等 ノ結 核 誌 上 二

於 ケル報 告 二護 ル。

第2章Squalinノ 生髄 内 二於 ケ ル現 出

組織及細胞内二染色謹明 セラルル異歌脂肪物質

ハ其 ノ成因二就 テハ種 々議論アル所ニ シテ或ハ

内生的、或ハ外來的、又ハ其 ノ中間設等 アルモ

今 日一般 ノ見解ハ中間 ノ説ニァルガ如 シ。卸チ
ー部 ハ組織細胞 ノ自己防衛上脂肪憂性 ヲ惹起ス

ルモ ノト、他方盟 ノ他 ノ組織細胞 ノ脂肪物質ガ

血行或ハ淋巴道 ヲ介 シテ遽 ラレ、沈着 スルモノ

ナリトナス見方ニ シテ、脂肪攣性、脂肪沈着等

ト構 セ ラ レ、 又 脂肪 化 ノ名 構 ヲ符 セ ラノレ
.

Squalinヲ 生 艦 内'　・'i圭射 スル ニ當 リ、 注 射 セ ラ

レタルSqualinト 生 罷 内 既 存 ノ脂 肪 物 質 ト ノ鑑

別 ハSqualinノ 形 態 學 的 ノ研 究 二甚 ダ重 大 ナ ル

關係 テ有 シ、 特 二此 ノモ ノ テ化 娯 的 轟分 離 シテ

謹 明 シ或 ハ他 ノ脂 肪 物 質 ト共 二存 ス ル儘 ノ駄 態

轟 於 テ染 色 鑑 別 的 二現 色 反慮 ニ ヨ リ識 刷 スル事

ヲ得 バ甚 ダ好 都合 ニ シテ
、Squalinノ 生盟 内`
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於 ケル新陳代謝及蓮命 ノ検討二封 シ、至便ニ シ　　 研究ニー段 ノ興味テ加 フル事 け ル可 シ。

テ更ニ コノ後二來ル可キ結核 トノ關係二就 テノ

　　　　 第1節 　Squalinノ 脂 肪染 色性色 素 二樹 スノγ態度(非 特異 性現 色 反鷹)

　 　第1項 試 験 管 内 二 於 ケ ルSquahnノ 脂

　 　 肪 染 色性 色 素Sudan　 1皿 ニ ヨル 着 染性

　 　 　 ト「オ レー フ」油{精 製/、肝油(日 本藥 局

　 　 　 方 〉、「テル ペ ♪」油(精 製)等 トノ比 較

1.　 Squalin

2列 ノ試 験 管 二Squalinノ 新 鮮 ナ ル モ ノ ト、 室

中 二開 放 シテ酸 化 セ ル陳 薄 ナ ル モ ノ トテ夫 々適

當 量 ヅ ヅ テ配 置 シ、 ソ ノ上 二Sudan　 III液 テ

重 費 ス、 各 試 験 管 ハSqualinトSudan　 III液

トノ割 合 ヲ 異 ニ シテ 配 置 セ ラ レタ ルモ ノナ リ

似 下 之 二準 ズ〉,,約30分 ニ シテ験 スル ニ 新 鮮

ナ ルSqualinニ ア リ テハSudan　 IIIノ 赤 色 ガ

網 状 ニ ナ リテ沈 下浸 潤 シ、Squalinヲ 赤黄 色 二

着 染 ス.　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 塵

陳 薄 ナ ル モ ノノ・粘 着 力 強 キ爲 ニ ソ ノ儘 ノ静 置 ノ

歌 態 ニ テノ・色 素 ノ移 行 ハ 見 ラ レズ。

然 ル ニ輕 ク振 温 ス ル事 ニ ヨ リ同様 ノ赤 黄 色 ノ着

染 ヲ見 ル。

各管 ノ着 染度 ノ、上 層 ナルSqualinノ 層 ト下暦 テ

ナ スSudan　 III液P・ 殆 ド同様 ニ シテSqualin

ノ量 丈 ケSudan　 III?稀 繹 シ タル 色 彩 ト同様

ナ リ.

2.　 「オ レー フJ油

同檬1列 ノ 試 験 管 ゴ オ レー フ」油 テ 配 置 シ、

Sudan　 IIIテ 重 盤 ス、 輕 度 ノ振 盈 スル事 ニ ヨ リ

Squalinノ 場 合5同 様 ノ着 染 ヲ示 ス。

3.肝 漁 ぐ局 方)

同上 ノ若 染 ヲ見 ル.

4.　 「テ ル ペ ンJ油

振 盈 ニ ヨ リ同様 ノ着 染 テ示 ス鳶

　 第2項 生 饅 内 二注 入 サ レタ ルSqualin

　 　 　 　 　 ノ各 種 脂 肪 二劃 ス ル 態度

1・Sudan　 III　i染色 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 一

此 ノ染 色 法 轟 ヨル時 ハ動 物 燈 内 轟撲 殺 直 前 二注

入 サ レタル・ 極 ク新 鮮 ナ ルSqualin注 入 ノ場 合

ハ 勿 論 、 注 入 後2週 間 、 臓 器 組 織`沈 着 シテ存

スル モ ノ轟 至 ル邉 深赤 ヨ ゾ マル メ ロ横 色 二迄

ノ各 種 ノ染 色 歌 態 ヲ示 ス、

然 ル ニ2週 間前 後 ヨ リ 漸 次 長 期 轟 亙 ル ニ從 ヒ

Squalin/i現 出 サ ル ・モ ノ ・量 ハ1紗 クナ リ2週

間 以後 二於 テハ 少 量 注 入 ノ場 合 轟 ハ 認 メ得 ラ レ

ザ ルニ 至 ル。

2・Nilblausulfat(Lorrain　 Smith氏 法)

Squalinノ 大 部 分 ハNilblau二 紫 董 色 轟着 染 サ

ル(大 ナ ル滴) 、 青 色 二 着 染 サ ル ・モ ノ ァ リ(小

滴).

3・Fischler氏 脂 肪 酸 讃 明 法

注 入直 後 ノSqual{nハFischler氏 法 陰 性 、藪

日後 ヨ リ漸 次 陽 性 反 慮 テ呈 ス ルモ ノ ア リ.少 量

ノ注 入 ノ場 合2週 間 以 後 ノ標 本 ユ ハ 見 ラ レズ
、

4.　 Osmiums掘ure

黒 染 ス、 主 ト シテ注 入後 藪 日テ経 過 セ ル後 二於

ケル出 現 多 薮 ナ リ。 約2週 間 後 ニ ハ消 失 スル事

Sudan　 III染 色 ノ場 合 ト同様 ナ リ
e

(材料 トシテハ家兎 二封 シSqualin注 入 直後 ノモ ノカ

ラ注 入後1週 間及2週 間 目二撲殺 セルモ ノ ・肺
、 肝 、

脾・ 腎臓等 ヲ用 ヒ新鮮 ナル凍結 切片厚 サ15μ 内外二

就 テ行 フ).

　 第3項 生 饅 梅 獲 〉組 織 内 二注 入 サ レタ ル

　 　 Squalinド オ レー フJ油 、肝 油、　rテ レ

　 　 　 ペ ン」油 等 ノ油 歌 物 質 トノ脂 肪 染 色

　 　 　 　 　 　 　 　 上 ノ比 較

(「オV一 フ」油 儲 製)、肝油(躰 薬局r")、　rテル ベ ン」

油等 ノ油燭 ヲ選 ベル 理 由 ハ 特別 ナ〃考 ヘニ 欝ル モ ノ

ニ ハ非 ザノ涯Squalin　 M種 バ テル ペ ソ族 ノ炭化

水素 ニ シテ鮫肝油 中二在 り、更二通俗的 ナヂオ レー フ」

油 トノ比較 ヲ験 シタルニ過 ギズ).

5頭 ノ特 大 海 猿 二夫 々Squalin(新 鮮)
、Squalin

G聴 〉・ 「テル ペ ン抽(精 製 〉、「オ レー フ袖 鯖

製)・ 肝 油(局 方 〉ノ0.1ccヅ ツ ヲ耳 静腋 内 二注 入
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シテ1時 間後 各海狼 ヲ撲殺 ソノ肺、肝、脾、

腎臓二於 ケル各物質 ノ存在及染色性 テ比較 シ、

更二 其 ノ病理解剖組織學的 ノ検索 テモ施行セ

リ。

第　　 1　　 表

蠕 號 注 入 　 量1生 存 時 阻
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

No.1Squa}in　 O.1cc(新 鮮 1時 間以上生 存

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Sudan　 lII及Fi§chler氏 法(　 )内Jod反!態

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ
・ 肺　 　 肝 　 　 脾　 1腎 　 　 肺

惜 、+)、 甑 一)1帯 ・一　 紙 一)　 ++ 一

N◎.
棚一㎜ 　一「

No.

2'Squalin　 O.1cc(陳1:～;'・

3{テ ル・ペ ソ 薗 由0.1cci　 30　 分

No.4　 ギォ・レ ー フ 」油0.1ぐc

No.5肝 　　 油01cc

　　　 後　死

1時 間以上生存

⊂ 二L柵(++)「 「 荘 榊(一)
　 　 　 　 　 　　　　　ド　
　 　 　 　 棚+)　 甘'-1、++/一)

　 　 　 　 軒(什)　 粁 一ノ　 ++、一艶

++'+)　 　 骨

++(一 〉　 　 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十十ご十十)・　 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 にりぶ　　　キ

耶+「!7=引+一 ＼++、一一　 　 一

No.1、 　1毎蓼冥　　Squalin〈 新 鮮>0。1cc、 　蕎事別長内～主

入 、1時 間後 撲 殺 、 肺 ハ 肉眼 的 ニ ハ著 攣 ナ ケ レ

ドモ組 織 學 的 ニ ハ 肺 毛 細 血1管 ノ膨 血 ア リ、 肺 胞

内 轟 至 極 稀 二大 喰 細 胞 ノ遊 走 テ見 ル。 此 ノ中 二

鐵 反 鷹 陽 性 ナ ル モ ノ ア リ摩

細 小 血 管 内 二 塞 栓 トナ しルSudan　 IH陽 性 物

質(Squailn)ヲ 見Fischler氏 法 輕 度 二 陽 姓 テ

示 ス、Jod反 懸 ニ ヨ リ黒 褐 色 一:　:・・著 染 サ ル。

肝 臓 二鯵 血 ア リ、 圭 ト シテ細 葉 ノ申 心 帯 二見 ラ

ル、 細 小 血 管 及 毛 細管 内 ニ ハSudan　 IH陽 性

物 質 多 シ、Rschler氏 法 ハ陰 匪、　Jod反 慮 ハ 明

カ ナ ラズ離

脾 臓 、 血 管 内及 大 輩 核 細 胞 内 轟Sud　 III陽 性 物

質 ヲ認 ム.

腎 臓 、 慶 血 ガ見 ラル、 統 毬 艦 及 ビ毛 細 血 管 中 二

Sudan　 III陽 性 ナ ル 物 質 ア リ.脾 、 腎 、 共 二

Fischler氏 法 陰 性 ナ リe

No.2、 海 猿 　 Squalin(陳 藩)0.1cc、 静 脈 内注

入 、1時 間葎 撲 殺e

肺 臓 、 肺 實 質 ノ邊 縁 帯 二限 局 性 ノ小 ナ ル肺 炎 ノ

像 華呈 ス ル モ ノ ア リ、大 軍 核 細 胞 ノ集 籏 ノ ミ ヨ

リナ リ白叢皿球 ハ 見 ラ レズ、 鐵 反慮 ハ此 ノ慮 二 於

テ陰 性,

Sudan　 III染 色 ニ ヨル ニ毛 細 血 管 申 二 栓 子Fシ

テ、 叉 氣 管 枝 中 二不 定 形 ノ陽 性物 質 ヂ多 量 二見

ル、Fischler氏 法 ノ、之 等 ノモ ノニ・方憂テー一音1～陽 性

ラ呈 ス。

肝 臓 、Sud　 III染 色 ニ ヨ リ肝 臓 ノ毛細 管 二大 量

ノ塞 栓 デ見 ル。

脾 臓 、 脾 髄 ノ・穫 血 ア リ、 此 ノ慮 二 大 量 ノSudan

III陽 性物 質 テ見 ル。

腎臓 、 高 度 ノ讐 血 ヲ呈 シ、Sudan　 III陽 性滴 黙

Squalinヲ 多 藪 二見IL、Fischler氏 法 ハ 是 等 ノ

ー 部 二 陽 牲
.

No.3、 海 猿 　 rテ ルペ ニJ(精 製)0.1cc、 静脈 内

注 入、30分 後 死.

肺 臓 、 噌 赤 色 、 限 局性 小 出 血 竈 多撒 、 其 ノ他 ノ

部 分 ハ氣 腫 歌 トナ リ灰 白 色 テ呈 シ硬 度 軟 暗 赤色

ノ部 ハ組 織 學 的 二 出 血竈 轟 一 致 ス.一 般 二充血

高 度 ニ シテ大 翠 核 細 胞 ノ滲 出 多 ク、 中 轟 ハ鐵 反

慮 陽 性 ナ ル モ ノ ア リ撫

肝 臓 ハ血 管 内 二Sudan　 III陽 性 物 質 テ見 ル,

脾 臓 、 腎 臓 共 二 謬 血 彊 クSudan　 III陽 性 物 質

ラ其 ノ血 管 内 二 見 ルeFischler氏 法 ・・共 二陰 性

ナ リ.

No.4、 海 狸 「オ レー フ」油0.1cc、 静 脈 内注

入、1時 間後撲 殺

肺 ハ 所 々二 限 局 セ ル暗 赤 色 ノ斑 ヲ 兇 ・レ、 組 織 學

的 二 ・・高 度 ナ ル轡 血 ト小 出血 竈 ガ 兇 プ レ、 水腫

モ高 度 ナ リ.

Sudan　 IH陽 性 「tし 一 フ」性 ハ 大 抵 血 管 中 二塞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

栓 トシテ見 ラ し、Fisehler氏 法 ハ 陽 性 ナ リ。

肝臓 、轡 血 高 度Sudan　 III陽 性 物 質 ハ 血管 酋

及 毛 細 管 内 二塞 栓 ヲ ナ ズ。

脾 臓 及 腎 臓 二 於 テ モ 其 ノ 毛 細 血 管 内 二Sudan

III陽 性 ナ ル物 質 ノ塞 栓 ヲ見 ル、 腎臓 二於 テノ、

特 二統毬 艦 毛 細 血 管 内 二 於 テ蚊 二輪 尿 管 ノー部

ノ系統 中 二見 ラル.
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No.5、 肝 滴/局 方>O.1cc、 静 賑 内注 入、1時 間

後撲 殺 。

肺 二赤 色 ノ小 斑 ア リ、組 織 的 ニ ハ鶴 血高 度 ニ シ

テ、 肺 胞 壁 二多 核 白血球 ノ輕 度 ノ浸潤 ヲ示 ス、

大 輩 核 細 胞 ノ遊 走 モ見 ラル.

Sudan　 III陽 性物 質 ・・主5シ テ毛 細 血 管 中 二見

プ レFischler氏 法 モ 陽性 ナ リ,,

肝 鳳 雀 血 ア リ、Sudan　 llI陽 性 ナ ノレ物 質 ノ血

管 内 二見 ラ レ、 細 小 血 管 ノ内 容 中 主 トシテ血 溝

ガ軍 等 二黄 褐 色 二著 染 セ ル所 ア リ.

脾 臓 及 腎 臓 二 於 テ モSudan　 III陽 牲 物 質 ヲ各

所 二見1し、 肝 臓 、 脾 臓 、 腎 臓 二於 テハFischler

氏 法 陰 性 ナ リ.

第2節 　Squalinノ 特異性的顯微化學 的現色反癒

舷 二云 フ特 異 姓 的 ナ ル意 味 ハSqualinト 化 學 的

二類 似 ノ組 成 ヲ有 ス ル物 質 ヲ含 ムモ ノニ シ テ即

チ類 囑 特 異 性的 ノ意 ナ リ、 嚴 正 ナ ル掲 自的 ノ立

場 ヨ リ ノ特 異性 二非 ズ、Squalinノ 其 ノ化 墨構

成 上 「ハ ロ ゲ ン」族 ト ノ結 合性 ヲ利 シテ之 ヲ組 織

内 二於 テ現 出 セ ン トス ル方 法 ナ リ.

　 第1項 　Lugol氏 液(Jod・JGdkali-16sung)

　　 　 　 　 ノ各 種 油 剤 二封 ス ル態度

油齋恥 シテ《前 数 回 二使 用 シタル 「テル ペ ン」、

財 レー フ」油(精 製)、 肝 油(局 方)ヲ 用 フ。

5本 ヅ ツ4列 ノ試 験 管 一:一夫 々Squalin、 「テ ルペ

ンJ、「オ レー フ」油 、肝 油 ノー定 量 ヅ ツ ヲ配 備 シ、

其 ノ上 二Lug◎1氏 液 テ同 量 ヨ リ漸 次 培籔 増量

的 二各 試 験 管 二注 加 ス.

1.Squalin十Lugol　 Lugo)氏 液 ノJodノ 色

ノ、漸 次 二Squalin中 二 滲 透 混 和 シ李 等 ナ ル黄

褐 色 トナ ル。

2.Terpen十Lugol色 テ殆 ン ド取 ラズ。

　　 　 　 　 　 　 第2表

3.Oliven61十Lugo1色 テ殆 ン ド取 ラ ズe

4.Lebertran十Lugol同 様 二 色 プ 取 ラ ズ ニ

液 ノ間 二白 色 ノ分 界 線 ヲ生 ズ.

　 第2項 組 織 内Squalinノ 現 色 反 慮 〈1>

前 第1項 試 験 エ ヨルSqualin　 v　Lug⑪1氏 学夜5

ノ結 合性 ヲ利 用 シ次 ノ方 法 ヲ創 案 セ リ.

a)　 組 織y10催 「フ,ル マ リ ン」液 ニ テ固定 。

b)15μ 内外 ノ凍結 切 片 ヲ製 作 ナ シ、 切 片 ヲ蒸

溜 水 ニ テ充 分 二 水 洗.

c>　 Lugol氏 液 中 二3-5分 浸 漬 シ水 洗。

d)　 5%澱 粉 水溶 液 中 ニ テ 鹸 分 ノ 沃 度 ヲ脱 色

シ、 水洗。

e)　 rヘ マ トキ シ リ ン」ニ テ核 染 色"

f)Apathy/rゴ ム シ ロ ップ」ニ テ封鎮 、1顯鏡 、

所 見sSqua}inノ 滴 ハ黒 褐 色、 微 細 ナ ル穎 粒 ハ

褐 黄 色 或 ノ、年 等 ナル黄 金 色 トナ リ テ認 メ ラル、

(附/禮 内 二存 ス ル生 理 的或 ハ病 的 ノ脂 肪物 質 、

特 二結 核 病 竈 二於 ケル脂 肪 性 物 質 等 モ全 ク作 用

結 核 家 兎5頭 二就 テ ノ余 ノJ。d反 旛}Sudan　 lll染 色 ト ノ關 係

　 　 　 　 　 　　 　 　 N◎.　1

Squalin注 身坊 法 皮下備 雪脈

　 　 N◎.　2

皮F及 静豚

　 　 No.3重

皮　　卜

　 　 No.4

氣 管 道 ヨ リ注 入

,,　 2.Occ

l
N◎.5　 、射 照.

　 　 　 　 　 　 艀

言製畔 縄 編 濃 皮 下2。Occ

静 脈0.3cc

,,　 3.Occ

潴'1嘩 入後ノ1謝 終了後7日 間謝 終了後7日 間謝 終了後7日 間杁 終了後7日 悶

i肺 臓

S磁a鷲III:肝 臓

染　　色
脾　臓

、腎　臓

柵轟鵜 靹 瀦 胴 左 +離 魅難 惜雛鱒 灘 柵結核枢i竈

替 血 管 内及St・z　 十十" 十S　t-z及結核病 竃 十結核病竈

十大喰細胞 内　　 十" 十結核病羅　　　 ・一

+辮 盤毛細囎+" 1一

十十　,,

十 　 ,,

、十 　 縛
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Jod反 鷹

肺　臓 帯繍 滴聴難{
　細胞内

・柵 同　左

5

十血管 内滴状
　肺胞内及肺胞間柵
　質内

一

肝　臓 +血 管 内及St-z 十 　,, 十S厩 内 十St-z内
一

脾 臓+離 雛 内凋+ ,診
一 一 一

腎 酬 糊 盃嗣+.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 癖

一 一 一

St-z　=星 芒 細 胞 　 　繋 照=結 核 菌 ノlilill一照 　 　J◎d反 旛=余 ノLug◎1氏 液 二sル 染 色 法

サ レズ、 不 染 ナ リの

　 　 第3項 結 核 家 兎 二歳 テSudan　 l∬

　 　 　 染 色 トSqualin現 色 反 鷹 トシテ ノ

　 　 　 　 　 　 Jod反 慮 トノ關 係

牛 型 結 核 菌 ソ憩、、。mg静 脈 内接 種 ニ ヨ リ、 結 核 二

羅 患 セ シメ タ ル家 兎5頭 二 就 テ、(4頭ec一 ノ・夫 々

Squalinテ 静 脈 内、 皮 下 、 肺 臓 内注 入 テ施 シ他

ハ 結 核 菌 ノ封 照 トセ ル モ ノ〉 其 ノ撲 殺 後 各臓 器

i・…・b於ケ ルSudan　 III染 色 トJ◎d反 鷹 テ同時 二

行 ヒ タ ル結 果 ハ 表 ノ如 シ.

之 二 由 ツテ見 レバ結 核 性 乾酪 化竈 及結 核 性 攣 化

ノ細 胞 性 要 素 ナ ル 各 細 胞 中 ニハSudan　 III陽

性 ナ ル物 質 ヲ各 例 工 認 メ3Squalin注 入 ノ例 ハ

其 ノ他 二肺 二於 テハ 毛 細 血 管 内 二塞 栓 ト シテ或

ハ 肺 胞 間 質 ノ淋 巴間 隙 内乃 至 大 喰 細 胞 内 叉一 部

ハ 肺 胞 内 二極 メ テ微 細 ナ ル滴 トナ リテ存 シ
、 肺

胞 内 ニ テ大 喰 細 胞 二含 喰 セ ラ レタル微 細 穎 粒 モ

認 メ ラル、 肝臓 二 於 テハ結 核 病 竈 ニ ハ勿 論 、 星

芒 細 胞 中 ニ モー部 見 ラ レ、Squalin注 入 ノモ ノ

ニ 於 テハ 血管 内 二於 テ又 星 芒 細 胞 ノ中 ニ モ ヨ リ

多 藪 二見 ラル。 其 ノ他 ノ脾、 腎 晶 於 テモ 同檬 ナ

ル所 見 テ呈 ス.

Jod反 慮 ニ ョル時 ハ是等 ノ全 部 二於 テ黄 褐 色 二

現 色 サ ル ・物 質 ハ蓬 カニ減 ジ、 殊 二 各例 二 於 テ

認 メ ラ レ タル結 核 性 病 竈 二於 ケ ルSudan　 III染

色 物 質 ノ、殆 ン ド統 テi現出 サ レズ、叉Squalinヲ

ー注 入 セ ザ ル結 核 封 照No
.5二 於 テハJod反 慮

ハ 各臓 器 二 於 テ陰 性 ナ リ.

尚Jod反 癒 ニ ヨ リ テ、 肺 ノ大 喰 細 胞 及 小喰 細

鞄 申 二黒 褐 色 ノSqualin陽 性物 質 テ謹 明 シ、 肝

臓 ノ星 芒 細 胞 及 脾臓 ノ大 喰 細 胞 二 同檬 ナル黒 褐

色 着 染 物 質 テ認 メ ラ レタ リ.即 チ是 等 ノ細 胞 内

ノSqualinモJod反ue　 =ヨ リー 部 現 出可 能 ナ

リ ト認 ム可 キ カ、 是 等 ノ物 質 ハ鐵 反 慮 陰 性 ヲ示

セ リ、

　 　 第4項 　組 織 内 二 沈 着 シテ 陳 茜 トナ リ

　 　 　 タルSqualinハJod反 慮 ニ ヨ ル

　 　 　 　 　 　 　 現 出 可 能 ナ ル ヤ

第3項 ニ ヨ リSqualin注 射 後1週 間 二 於 ケル現

出 ノ・Jod反 慮 ニ ヨ リ極 メ テ良 好 ナ ル ヲ知 リ、更

二陳 蕪 二亙 リタ ル モ ノ ・現 出 如 何 ヲ検 セ リ
、最

終 注 射 後 約1ケ 月 ヲ経 過 セ ル モ ノニ就 テ、 第3

項 ノ如 キ實 験 テ施行 セ ル結 果 、 略 ≧同様 ナ ル成

磧 ヲ得 タ リ,郎 チ生 龍 内 二 於 テ1ケ 月 テ経 過 セ

ルSqualinモJodト 結 合 ス可 キ属 テ保 有 スル

モ ノナ ル可 シ、 然 シ理 出 サ ル ・量 ハ 遙 カニ減 少

セ ル ヲ認 メ タ リ、

　 第5項 　 組織 内Squalin　 1現 色 反 慮(∬)

　 　 　 　 　 　 　 　(Brom反 慮)

Bromハ 常態 二於 テ液 歌 テナ ス コ ト水 銀 ト共 二

Halogen囑 中 ノ双 壁 タ リe使 用 二・際 シテハ臭 素

水(3%)テ 用 フ。

第1法

a)「 フ ォル マ リ ン個 定 ノ材料 テ凍 結 切 片(約

15μ 内外)ト ナ シ臭 素 水 申A5分 時浸 ス
。

b)水 洗.

C>「"xマ5キ シリ ン」ニ テ核 染色 適 宜
。

d)Apathyノ 「ゴ ム シロ.プ 」ニ テ封鎖
、 鏡 見。

第2法

臭 素 水 中 ニ テBrOmノ 元 子 テ附著 シタ ルSqu・

alinテ 其 ノ爾 側 結 合 性 テ利 用 シ
、止ヒノBromノ

謹 明 ト シテ更 二爾 酸 銀 液 二 入 レ
、Brom銀 ノ微
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細 ナ ル穎 粒 ト シテ検 セ ンス トルニ ア リ.

幻

切

φ

の

臭 素 水 中 二5分 間浸 漬 シ、 水 洗 。

1%硝 酸 銀 液 中 二適 宜。

「ヘ マ トキ シリ ンJ核 染 色
。

Apathyノ 「ゴム シロ ヅ プ」ニ テ封 鎖,,

第2法 ニ ヨ ル時 ハ滴 ノ像 ガ明 カ ニ廣 測 サ レ、 微

細 ナ ル穎 粒 二至 ル迄 現 出可 能 ナ リ.

本Brom法 ニ ヨル時 モJodノ 場 合 ト理 論 的 ニ

モ亦 實験 上 ニ モ全 ク同 様 ニ シテ癒 用 ノ範 園 モ同

檬 ナ リ.

第3節 　酸化酵素反癒試藥 二樹 スノレ態度

Squalinノ 組 織 内 二注 入 サ レテ存 スル モ ノモ酸

化 酵 素 反 慮 陽 性 ナ リ.肺 二於 ケ ル血管 内塞 栓 状

ノSqualin及 肺 胞 内 二存 スル モ ノ、或 ハ肺胞 間

質 内 二存 スル モ ノモ酸 化 酵 素反 鷹 陽 性 ヲ呈 シ、

青 色 二現 出 サ ル、 然 ルニ細 胞 内 二含 喰 サ レタル

歌 態 二存 スルSqualin二 就 テハ 明 カナ ラズe

第4erpt組 織 内Squalin物 質 ノ脂 肪 溶齋1二樹 ス 〃態 度

Squalinハ 試1瞼管 内 二於 テノ、「エ ー テル」、 石油

「エー テ ルJ
、 四 盤 化 炭 氣 「アセFンJ、rキ シ・

一 ル」等 ニ ノ・易溶 性
、 純 「アル コー ル」及 石 油 「ペ

ンヂ ン」・=ハ低 温 二於 テ ノ・難 溶 ナ リ
.是 等 ノ脂

肪 溶 剤 ヲ 用 ヒ テSqualinト 生 理 的 又 ハ 病 的 二

出現 セル生 膿 内 ノ脂 肪 物 質 トノ生 化 墨 的 ノ鑑 別

テ企 テ タル モ不 可 能 二 了 レリ.實 験 ノ詳 細 ハ省

略 シテ其 ノ大 要 ヲ集 録 ス レバ、

1・Squalinニ ヨ ルSudan　 rlI陽 性 物 質 ノ・純

「アル コー ル」30分 ニ テ殆 ン ド腕 出 サ ル
。其 ノ後

禽1-3時 間 二於 テ再 ビSudan　 III染 色性 物 質

ノ出現 ス ル事 ア リ、 然 ルニ5時 間以 後 二於 テハ

完 全 二腕 出 サル。

2.結 核 病竈 二 存 スル 脂 肪 染 色 陽 性物 質 ノ 純

「ア ル コー ル」ニ ヨ リ溶 出歌 態 テ見 ノレニ 肺 二、 於

テハ 古 キ遊 離i状態i二存 ス ル、Sudan　 III陽 性物

質 ハ極 メ テ輩 時 間 二腕 出 サ ル ・ヲ見 ル、 例 ヘ パ

結 核 病 竈 二 於 テ乾酪 化 セ ル 中心 部 及 周 邊 部 ニ ア

ルSudan陽 姓 物 質 ノ如 シe

然 ル ニ肝 臓 二於 ケル各 細 胞 ノ脂 肪 攣 性 ヲ起 セ ル

モ ノハ容 易 二腕 出 サ レズ、

Squalinニ ヨルSudan　 III陽 性物 質 ノ大 喰 細

胞 内 ニ ア ル モ ノ、又 ノ・肝 臓 ノ星 芒 細 胞 中 二存 ス

ルSudan陽 性 物 質 モ亦 溶 出 悪 シe　 an

要 之 スルニ 純rア ル コー ル」ノSudan　 III陽 姓

脂 肪 物 質 二封 スル態 度 ハSqualinト 他 ノSudan

物 質 ト ノ鑑 別 二 封 シテ何 等 ノ意 味 ラ成 サズ、

其 ノ他 ノ脂 肪 溶 剣 二就 テ モ殆 ン ド同様 ナ リ癖

第3章 　Squalinノ 生膣内二於ケル新陳代謝及運命

南 第2彰 二於 テSqualinノ 生 燈 内 二 於 ケル現 出

ハ 各 種 脂 肪 染色 、 蚊 二Jod.　 Brom等 ニ ヨル反

慮 及 酸 化酵 素 反慮 等 ニ ヨ リ可能 ナ ル テ知 ルニ 至

レル事 テ報 ジタ ル ガ
、 是 等 ノ現 出 方 法 ニ ヨ リ多

藪 ノ家 兎 二就 テ ノSquaIinノ 新 陳代 謝 及 運 命 ノ

研 究 ラ形 態 學 的 二完 全 二途 行 シ得 タ リ。

生ee二 員 荷 セ ラ レタルSqualin噺 陳 代 謝 及 運

命 二關 シ テ ハ 、 高度 不飽 和 炭 化 水 素Squalin

Cg。H　,soノ 家 兎、 肺 臓 、 肝 臓 、脾 臓 及 腎臓 … 於 ケ

ル新 陳代 謝 及 運 命 二關 ス ル研 究(第1軸 拉 二 家

兎氣 管 道 ヨ リ 注 入 セ ルSqualinノ 肺 二及 ボ ス

攣 化 及Squalinノ 運 命 中 二 其 ノ 詳 細 ヲ報 告 セ

リ⇔

　　　　　　　　　　　　 第1節 　 Squalin静 脈 内注 入 ノ場 合

Squalinノ 大量瀞 脈内ヨリ泓 ス・レ船 先ヅ 　 肺 ノ毛糸眈 管 内二塞栓 ヲ形成 ス　7レ事ハSqualin
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ガ適 度 ノ粘 調 度 ヲ有 ス ル油 剤 ナ ル ヲ以 テ見 ル モ

査 二 首肯 サ ル ・事 柄 ニ シテ、 大 部 分 ハ肺 ノ毛 細

血 管 二塞 栓 ト シ テ嵌 止 サ ル。 一 部 ハ肺 ノ毛 細 管

系 テ通 過 シテ大 循 環 二 至 リ、 各臓 器 二達 ス.

肺 ノ毛 細 血 管 系 ヲ 通 過 シテ 各 臓 器 二 達 シタル

Squalinテ 形 態 的 二認 メ得 ル ニ至 ル最 少 量 ハ 各

動 物 ノ掴 膿 的相 異 ニ モ關 係 スル ガ家 兎 ノ場 合 二

於 テハ 大 約pro　 Kilo　o.1ccナ リ。 肺 二於 テ ノ・
　 　 　 　 　

毛細血管 内二主 トシテ塞栓駄 テナ シテ存 シ、一

部 ハ腋胞間質内 ノ淋巴間隙内二遊鯛 犬テナ シ、

或ハ大喰細胞、小喰細胞内二入 リテ各塵 二認メ

ラレル泰

肺 胞 壁 テ 通 過 シテ 肺 胞 内 二 認 メ ラル ・モ ノ ア

リ。 斯 ルSqualinハ 極 メ テ微 細 ナ ル頼 粒 駄 ラ成

ス ヲ常 トス.蒲 シテ又 肺 胞 内 ニ テ大 喰 細胞 二喰

セ ラ レ タル モ ノモ見 ラル.

漸 次 時 期 ノ経 過 スル ト共 工(2-3日 後)肺 二於 ケ

ルSquaIinノ 分 布 二1種 ノ異 攣 テ認 ムル場 合 ア

リ。 帥 チ宛 モAnthorac◎se二 於 ケル 炭 末 ノ分

布 二 類 シタ ル 分 布 状 態 テSqualinガ 示 ス モ ノ

ア リ.

此 ノ事 モ封 シテ北 海 道 帝 大 有 馬 教 授 〔6}ハSqua-

lin二 特 異 的 ナ ル モ ノニ非 ズ、、 他 ノ油 飼 ノ場 合

二於 テ モ認 メ ラル ・事 テ述 ベ ラル
。 余 ハ他 ノ油

捌 、 「オ レー フJ油 、 「肝 油 」、 ザテル ペ ン」油 等 二

試 ミタ ル結 果 斯 ル現 象 ヲ殆 ン ド認 メ ズ、 只 余 ノ

行 ヒ タル 「オ レー フ」油注 入 ノ3例 ノ場 合 中1例

二甚 シ ク衰 錫 艶 死 セル モ ノニ斯 ルAnthoracose

二 見 ル 如 キ分 布 ヲ示 スモ ノテ経 験 セ リ
.

上 記 ノ油飼 二比 シSqualinハ 遙 カ ニ斯 ル傾 向 二

優 ル ヲ 目撃 シ タル所 ニ シテ之 ノ、其 ノ分 子 式 ノ示

ス如 ク巌 素元 子 二富 ム極 メ テ高 度 不 飽 和 ナ ル炭

化 承素 ノ性 質 二 負 フモ ノ ナル 可 シ ト思 考 スの.

油 脂 物 質 ノ肺 胞 内 二排 泄 サル ・事 二就 テハ 多藪

ノ學 者 贅 否 爾 論 ヲ持 シ、 決 定 的 ノ定 見 ナ シ ト難

モ、 余 ハ余 ノ實験 テ基礎 ト シテ観 察 セ ル結 果 、

Squalin物 質 ニ ア リテハ 明 カ ニ或 一 定 量(比 較

的 大 量 〉以 上 ヲ注 射 スル 場 合 二於 テハ 肺 胞 内排

浬 ナ ル機 能 ヲ認 メ タ リ礎 肺 胞 内排 泄 二 關 シテ ノ、

Jeckeln　 {h,　Kojo　 {9,　Lubarsch鋤 等 ノ研 究 アル

モ要 ス ル ニ贅 否 ノ分 岐 黙 ノ・各 自試 駿 ノ規 格 論 於

テ不 統 一 ナル 爲 二 由 ル モ ノ ・如 ク 考 ヘ ラル.

郎 チ上 述 ノ如 ク静賑 内 二注 入 サ レ タルSqualin

ノ肺 二於 ケ ル蓮 命 ハ 先 ヅ、 大 喰 細 胞 及 小喰 細 胞

内 二於 テ清 化 サ レー 部 ハ肺 胞 壁 テ透 過 シ肺 胞 内

二 入 リ、 排 泄 サ ル。 叉 一 部 ハFischler氏 法 陽

性 テ示 ス コ ト ヨ リ推 察 シ脂 肪 酸 類 似 ノモ ノ ニ轄

化 スル モ ノナ ラ ン。

肝 臓 二於 テハ主 ト シテ星 芒 細 胞 内 二 沈 若 囁 取 サ

ル,,小 葉 間 結 締 織 及Glisson氏 鞘 内 二於 テ大 輩

核 細 胞 内 二囁 取 サ レテ存 ス ル モ ノ ア リ.

脾 臓 二於 テノ・濾 胞 内 ノ大 喰 細 胞 内 二叉 ハ 賓 毛 細

血 管 内 ノ大 喰 細 胞 二囁 取 サル,

腎 臓Squalinバ ー 定 量 以 上 ノ 静 脈 内注 入二 際

シテハ 殆 ン ド常 二緕 毬 龍 毛 細 血 管 中 二塞 栓 テナ

シ、 叉 細尿 管 ノー一部 系統 中 二認 メ ラル、 郎 チー・

部 ハ尿 ト共 二排 泄 サル ・モ ノ ト見 ラル 可 シ、

化 學 的 二 純 梓 ナ ルSqualinハ 何 等 ノ遊 離脂 肪

酸 テ有 セ ズ、 然 ル ニ生 艦 内注 入後 約1時 間 ニ シ

テ肺臓 、 腎 臓 、 毛 細 血 管 内 二梗 塞 セルSqual{n

物 質Lノ ー 部 二Eischler氏 法 陽 性 ナ ル テ見ル 。

而 シテ注 入後 一 定 期 間(約 李 均1週 間 〉二 於 テハ

時 日 ノ 経 過 ト共 二同 氏 法 ニ ヨル 陽 姓 率 ハ 高 マ

ノレ趨

此 ノ事 實 二就 テハ 前 記 ノ如 ク甚 ダ奇 異 二感 ズ ル

所 ナ ル ガ、 斯 ル所 見 ノ存 スル事 實 ヨ リ見 ル 時、

Squalinノ ・生 膣 内 二入 リ血 液 ノ1種 ノ酸 化 酵 素

ノ如 キ モ ノ ・作 用 ニ ヨ リー 部 ハ 脂 肪 酸 物 質 二攣

化 シ排 泄 サ ル ・物 ノ 存 ス ル ナル 可 シ、Squalin

テ酸 化 ス レバ、2盤 基 姓 酸 ラ生 ズ ル コ ト理 論 上

可 能 ナル モ ノナ リ。

他 ノー-IXト シテSqualinノ 新 陳 代 謝 二 血 液 細

胞 及 固 定 性蛇 二遊 離 性 ノ組 織 球 姓細 胞 ガ關 係 ス

ル事 ハ 明 カニ シテ、 肺 二於 テハ 多核 白 血 球 、 大

輩 核 組 織 球 性細 胞及 淋 巴 球 ガ ソ ノ役 テ ナ シ、 府

臓 、 脾 臓 、 腎 臓 工 於 テ ハ網 駄 織 内 皮 系 細 胞 ガ圭

ナ ル役割 ヲ演 ズル モ ノナ リ.

先 ヅ肺 臓 二於 テ是 等 ノ清 化 及 排 泄 ノ駄 態 要見 ル



第2號 】 高 崎 ・鴻 上 算Squalinト 結 核 ぐ総 括 的 観 察)

二多核白血球ハ比較的早期 二多薮二現 レ大量注　　 III陽性物質ハ中、小血管及血管壁結織内二於テ

入 ノ場合ニハ殊二多ク見 ラル、大輩核組織球性　　 貧喰囁取セラレテ存 シ、又肺胞壁組織間隙内テ

細胞 ノ・梢 く邊 レテ出現 ス、Squalin/Sudan　 　 大、小喰細胞二囁取 セラvテ 蓮搬 セラノレ.

　　　　　　　　　　　第2節 　 Squalin皮 下 及 腹腔 内注 射 ノ場合

Squalinヲ 皮 下 二注 射 スル場 合 、 注 射 局部 ノ皮

下脂 肪 ト結 合 シテ硬 結 テ來 ス場 合 ア リ、注 射後

充 分 二局 部 デ揉 ミ吸牧 テ早 メル事 ニ ヨ リ硬 結 ノ

形 成 ヲ避 ケ得 ラル 。

Squalinデ 皮 下 二注 射 スル場 合 、　Squalinハ 淋

巴管 或 ハ血 管 二 入 リ肺 二齎 ラサ ル ・モ ノナ リ。

其 ノ以 後 ノ新 陳 代謝 及 運 命 ノ・第1節 ノ場 合 ト同

様 ナ リ.

腹}i雀内注 入 ノ場 合 二於 テ モ殆 ン ド同 様 ナ ル蓮 命

ヲ辿 ル モ ノナ リe此 ノ 場 合 ニ モSqualinノ ー

部 ハ腹 腔 内 ノ漿 膜 面 二 白濁 ノ膜 トシテ附 着 ス。

第3節 　 Squalinノ 皮膚 面 塗擦 ノ場合

家 兎 二於 テハ胸 部 二約2週 間 連 日塗擦 シテ検 シ

タル結 果 ノ・胸部 二於 テハ 胸腔 内 ノ肋 膜 面 二 於

テ、 叉 更 二肺 肋 膜 下 ノ 肺實 質 内 二Squalin物

質 ヲ認 メ得 ラル鶯

肺 肋膜 被 覆 上 皮 ハ 園 核 駄 二拉 立 シ、 一部 上 皮 中

二Squalin物 質 ノ沈 着 ヲ認%腹 部 二塗 擦 セル

家 兎 二 於 テノ・腹腔 内漿 膜 面 二Squalinテ 検 索

シ得 ラル.

第4節 　 Squalin氣 管遣 ヨ ソノ注 入 ノ場合

Squatinハ 肺胞 内 ニ テ肺胞 壁 二附 着 シ、 或 ハ 遊

離 歌 トナ リ、 或 ハ又大 喰 細 胞 中 二 在 リ。 次 二間

質 内 工 入 リ微 細 ナ ル滴 黙 トナ リ、 叉 大喰 細 胞 及

小喰 細 胞 二 揺i取サ ル。 同時 二Karminノ 体罷i

染 色 ヲ施 セル 例 二於 テtSqualinハ 主 トシテ組

織 球 性細 胞 内 二 取 ラ レ、 叉 肺胞 上 皮 二囁 ラ レ タ

ル モ ノ等 ノ存 スル事 ヲ認 メ タ リ癖

第4章 　各種負荷方法 卜生膿ノ耐量

Squalinノ 大 量(20cc)9一 時 二家 兎(2kg>皮 下

或 ノ・腹 腔 内 二注 射 スル モ、何 等 急 ・姓的 及 ビ慢 性

的 障 碍 テ惹 起 セズ.

静脈 内注 射 ノ場 合 ノ・古城 氏 ノ油 脂 物 質 二就 テ ノ

慶 汎 ナ ル研 究 ノ結 果 ト全 クー 致 シ、 家 兎 二於 テ

ノ・pr・Kil"　 O・2ccニ テ 重 篤 ナノレ症 状 テ來 シ
、

死 二至 ル モ ノ ア リ.死 因 ハ肺 ノ毛 細 血 管 二於 ケ

ル栓 塞 ナ リ.

経 氣 管 的 肺臓 注 入 ハpro　 Kilo　 1.Occ迄 ハ 家 兎

ノ生 命 二封 シテ危 瞼 ナ ク實施 サ 嘱

次 二耐 量 ノ牟 量 ヲ連 緬 シテ40日 間(皮 下 浦翔辰)

隔 日20日(腹 腔 内、経 氣 管 的 注 入〉涯 入 シテ動 物

ノ経 過 ヲ観 察 セ リ.

連 日40日 間 ノ 注 射 ニ ア リ テ モ 家 兎 二封 シテ サ

シタル毒 性 ラ示 サ ズ、 唯 静脈 内注 射 ノ場 合 耐 量

(pro　Kilo　O.lcc>注 射 ノ例 二於 テ動 物 ハ 荏 シク

衰 弱 セ リ.罷 重 モ著 シキ減 少 テ見 タ ルモ艶 死 二

至 ラズ、経 氣 管 的 肺 注 入 ノ場 合 二於 テハ耐 量20

同 ノ注 入 ニ ヨ リ同様 二艦 重 ノ比較 的 滅 少 ヲ示 シ

龍 力 ノ滅 鶉 セ ル ヲ認 メ タ リ.

是 等 ノ静 賑 内及 経 氣 管 的 注 入 ノ耐 量 テ斯 ノ如 ク

連 日操 返 シ注 射 シテ爾 動 物 ニ サ シタル攣 化 ヲ見

ザ ルハSqualinニ ヨル 障 碍 ガ 肺 ノ毛 細 血 管 二

塞 栓 ヲ 牛 ジ或 ハ 肺 胞 内 二 入 リ呼吸 作 用 テ随 止 ス

ル 爲 二起 ル1種 ノ物 理 的 障 碍 ガ主 ナ ル モ ノナ ル

事 ヲ嘱登 ヘル モ ノナル可 シ ト思 考 セ ラル.
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第3表 　家兎 二封 シSqualinノ 静 脈内注入耐量試験

家兎翻 再調
… …M』 一喝

騨 蜜:経 　 　 　 　 過　 轄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 __～ 一一{

鋪1剖

N◎.1 2∴ 魚

　 　 　 　 　 　 　 　 _　　　　　_　　　　_　　　　　___　 　_　　… 一

注射 牛ニ シテ動物 ハ甚 シク不安状 旨

姑 り購 群勃轡 醗 廟 後死
状 ヲ示 シ妹上 轟李臥 ス

　　　　　　　　　 見
　 　 　 　 　 　 　 　 ▼一叩 へ一

肺 ノ毛細血 管破綻性 出血
Squalinノ 梗栓 、水腫

N(L　 2 2.5 2.5cc

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

同上ノ症状　　　　　　　　　　　 4時 間後死　　　同　　上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

No.3 2.0 2.5cc
注入後 直二全身 ノ痙 攣 ト高度 ノ呼}
吸困難 ヲ來 ス、肛門 ヲ移開、失禁
シテ弊 ル

　 　 　 　 　 　 　 胃

40分後死　　　　同　　上
　 　 　 　 　 　 　 …

　 　 　 　 　 　 　 　 _　　　　一 一

　　　　　　　　ノ梗栓
No.4 1.9 1.Occ

注射終 了後 薩二動物 ハ不安歌態 ト
ナ リ、約5分 後 ニ ハ耳翼、 口邊 二
「チア ノーゼ」來ル　　 　　 　　　 1

　 　 　 一}

13時 間後死　 鵬 所二拙 雌Squal沁

Nα 　 5 2.0　 　0.5cc

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

箏瀦 罐 藏 響 鱗 が2・時間後死　 藻拙 蝿S繭 ノ梗

No.6
　　 t
2.2レ0'2頴

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

注入後 モサ シタル遜 牝 ナシ　 　　 生存(2日 目撲 殺烈 同　 　上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

N(製 　 7 2.1 0。2cc

　 　 　 一㎜… 一一 糊

異常ナシ　 　 　 　 生存5日目灘 蔑 諸 癩婦 脇 ～

No.8 2.0　 0.2cc

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　一}　 　一

同 上　 　 　 　 生存7日眼 殺囎r櫻 轡 蝿 ノs騰
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

N◎ 。9 2.0　 　0.2cc 同 上　 　 　 争畔 楠 解懲 懸 騰

M・i2・ ・}・ 加 同 上　 　 　 1潮 日目細 鵯 磁 鷺 ノー

第4表 　家兎 二封 シSqllalinノ 輕氣管 的注入 ノ耐量試験

家兎番號
一_一 　 一

Nα11

雫kg難醐 経　 　 　 　 過 隔 　 　 劇 剖　 　 　 見
2.1 5.0

　 　 　 　 　 　 　 … 『 一 　一 一

注入後 直二「チア ノーゼ」ヲロ邊及
耳翼 二見 ル、籔分後痙攣 ヲ起 シテ

弊ル

　 　 　 　 　 　 　 『 一湘『…

6分 後死
肺 ハ高 度 ノ氣 腫 状 ヲ呈 ヌ
Squali籍 ハ肺 胞 内 ノ各 所

二認 メ ラノレ

Nα12 2.0 2.5
注入後10分 間 ハ元 氣好 グ愛化ナ
シ、後呼吸精 く淺薄 トナルモ良好

トナノレ
生存(20日 臼撲殺)

肺 ハ邊 縁帯 二於 テー部 氣
腫 状 ヲ呈 シ、 中心肺 門二
近 ク赤色硬度軟 ナ リ

No.13 2.0 1.0 異常 ヲ認 メ ズ 生存(3H目 撲殺)
肺 ノ下葉 ノ後面 二於 テ赤
色 肺炎襟

Nα14 2.2 0.5 同　　上 生存(7日 目撲殺) 憂 化 ヲ見 ズ

No、15 L9 0.5 同　　上 生存(14日 目撲殺) 同　　上
E1

附記、輕氣管 的注入 ハ氣管 ヲ前頸部 二於 テ穿刺 シテ行 フ、穿刺 ハ術 式Crycothyreoideal-Wegナ ル方法 ナ リ

　　　注入後 直二動物 ハ板=固 定 サ レタル儘各方 向二廻縛 シSqualinノ 肺内二李等 二流入 スル襟 二努 ム

第5衷 　家 兎二封 シSqualin連 綴注射(皮 下、静脈 内、腹腔 内、氣管 内)ノ 耐量

兎禰 軍㎏剰 爾 方法寵 同謝 瞼黎隷講
Ne.16　 2。0腹 部 皮 下 　 O・5連 緻40日20・0}蓮 動 活 濃

1.0　 …両 上 　 40.oi同

過書灘
　 　 　 2.3

No。17
　 　 　　ミ

No.18

2。娼 同 上

2.3　 静 賑 内(耳)iO。1　 同 上14.0{同

些.

上

Ne.1912.Ol同 上O・2同 上8・0甚 シ 〃 弱 ル

2。5

2。3

1.8
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美

Nα20i　 2,11 腹　　腔　　内 2.0 隔 日20日 40.0 蓮　動　活　瀕 2.3

N◎ 。21 2.2 同　　　　　上 3.0 同 上i 60.0 同　　　　　上 2.1

No。22 2.3 経 氣管的注入 0.5 同 上]oo 同　　　　　上 2.3

No.23 1.9 同　　　　　 上 1.0 同　 上{20.0 稽 　 く　 弱　ル 1.9

第5章Squalin注 射 ノ健康家兎血液 二及ボス影響

Squa　l　in腹 腔 内注 射後 、 該 物 質 ノ血 液 内 出現 ノ

時 間 的 關係 及 血 液 ノ攣 化 テ検 索 セ ンガ爲 二家 兎

3頭 二就 テ次 ノ如 ク行 ヘ リ。

實 験 方 法

動 物 ノ、試 験 前 約1週 間 ヨ リ&AgKト シテ小察 ラ主

食 ト定 メ、 人 蓼 、 「フ スマ」、 「オ カ ラ」テ副 ト シ

テ飼 育 シ、 脂 肪 血 症 ノ可 及 的 ノ制 限 ヲ試 ミタル

モ ノニ就 テ早 朝 室 腹 時 ヨ リ試 験 テ開 始 シ、 試 験

中 ハ 勿 論 食 餌 ハ禁 止 セ リ.

Squalinハ 腹 腔 内 二5.Occヅ ツ注 射・スge探 血 ハ

末 梢耳 静賑 ヨ リ行 フ.探 取血 液 バ ー 方 血液 細 胞

ノ算敷 二供 スル外 二他 方 塗 末標 本 トナ シテ形 態

的 ノ観 察 ヲ ナ シSudan　 III染 色 陽 性物 質或 ハ

陽 牲細 胞 内穎 粒 ノ毅 見 二努 ム。

一 く認::蕾説 鶴
　　　　　　　　　 第　　6　　表 欝

＼所≒

　 見
家　

、

兎＼
一

第

　 　 i24

號

楡

査

時

間

赤
血

球
巌

禽
)

白

血

球

撒

血

色

素

量

　 白　　血　　球　　纏)
一

段 　　ダ　 ぬ　 染」色

　 　 　 　 　 　 　 脚　　一 　　　　　　　一　　　一　一 一

「嗜

諦
ジ白

ン血
し …球

簾
嗜 ヨ)

好 オ

睡 白

叢血
好球

　 　 　 … 『ゴ　　　　　　　　　　　　　　
『

　 淋 　1大 移　 　 　

　巴　　輩行　　
1核

　球　　及形
　 　 」

心 一 一

9300 90 0.5　 　46 0.5 46　 1　 7　 　　　　　　　　 -・荘 射 前L至堕
1時 間 後　　525 13600 90

　 ド

1.5[40 0.5

　 　 　 　 …

50　　　8　 1　　　　　　　 一

2時 間 後i528 12900
　 脚一

13500

90
　 [
ま÷45・5 2.0

　 　 　 　 　 　 　 噌

4↓.51　 7　 　　 　赤血球 中二2個 十

i3時 間 後}520
90 2.0　 　56

　 ξ
2.0

一　　　　i

30　 110　 1　　 　 　 　 　 -
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 _　 　闇　　一～　

i6時 間 後{543 12800 90 2.0　 54.2 3.0 34.8

　 　

6　 i　　　　　　 一

112時 間 後 　 565 12400 90 2・Oi51・5 1.5 38 亨上 　 　 一
}24時 間 後535 12900　　 i 90 1、0　 　45 0.5

　 一

46・5{

}

　 　 [　 7　 　　　　　　　　 -
　 　 1__へ_蟹

翅 揃} 625
　 i7200　80

　 i
0.5　 39。5 1.0 54。5　…　4.5　 　　　　　　　　　　　二二

　 　 ↓

11時 間 後1 605 8300　 80
　 1　-

0・5i36 1.5

一　

57.5

一　 　 ト

5.51　 　　　　　　 一　 　 レ

磁 露 間 後68ρ 82。。i8。
　 1

0。馴 　41 0.5 53

一

　 5　 　　　　　　　　 -・

25

　
號

　 　 　 　 ～

;3時 間 鑑630
9050 80 2.5i苫4 1.0 37.5

　 … …

32.5

　 {-

5　願 粒 細胞中 二陽性ナ ルモ ノア リ
　 　 　 　 i
6時 間 後,615
　 　 　 　 　

8600 80 LO 59 i.0

　　 　 　一　　　　　調}　 　　

6.5　 　　　　　　　 一

12時 間 後1590 8100 80

一

〇.5 55.5
　… 　　　へ

505
凹　　　…　　　　　　　…-

40

0.5 38 5.5 一

124時 間 後 　 580
8900 80 0.5 0.5 43 5.5

_　 　　㎝

　 　 　 　 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　　珊一～ {-　 　　i

注　射 　前　 485 5500 90
』_　 　_

90
-

90

0.5 1.0 55.5 3 i　　　　　 一

第
　
26

　
號

　 　 　 　 §
1時 間 後1470 5200 ・.5138 L5 55.5 4・5{　 　 一　 一一
2時 間 後/480
　 　 　 　 i

5800 0.5i49・5 LO 45 4

　 　 　 　 　 　 　 　 一 　　　　　　
}　 　 　 　 　 一

3時 間 後　　696 6900 90
　 　
LO　 51.5 LO 41 6π5

　 　 砂

一

　 一 　一 　　　　　　一　一 　　　　　　　　一　 　 　 　 …
6時 間 後 ・493 6200 90 3.0 53 1.5 35.5 7 一

;12時 間 後　 488 63501 90 3.5 50.5 1.0

　 一

39 6.5

…一一 一

　 　 　 　 　 "

　 　 　 　 …
24時 間 後1486 6250i　 90 、.5誌5 1.0 42 7　 、

曹一一

　 　 一
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實 験 成 績

上 表 ノ如 クSqualin腹 腔 内注 射 後24時 間 ・・一於

ケル各 血 液 成 分 ノ攣 化 ハ次 ノ如 シ.

即 チ注 射 前 ト注 射 後1時 間 、2時 間 、3時 間、6

時 聞 、12時 間 、24時 間 二於 ケ ル各 血 液 成分 ノ攣

化 ハ赤 血 球 籔 二於 テハ 殆 ン ド不 攣 、 白血 球 藪 ハ

初 メ注 入液1時 間 二 於 テ輕 度 ノ白血 球 減 少 ヲ示

スモ ノ ア リ、2時 間 、3時 間、6時 間 ト漸 次 檜

藪 ヲ示 シ24時 間 二於 テ モ 爾 輕 度 ノ 檜 敷 テ示 セ

リ.血 色 素 量 二異 攣 ナ シ.

各 種 自 血球 ノ攣 化 ト シテ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞

ノ輕 度 ノ増 藪 テ各 例 共 二認 メ、 堅 基 嗜 好 細 胞 ノ

増 藪 及 大 軍 核 細 胞 及 移 行形 ノ増 撒 モ僅 少 乍 ラ各

例 二於 テ認 メ ラル、

假 性 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ増 藪 ノ・就 中最 モ著 明

ニ シテ2時 間 目 ヨ リ6時 間 目 二於 テ最 モ著 シ ク

後 漸 次 溝 退 シ24時 間 二 於 テハ 菖 値 テ 復 一へ、淋 巴

球 ハ 漸 減 シ2時 間 目sリ12時 間 目 轟於 テノ・減

少 テ示 シ24時 間 ・・　:一於 テハ 再 ヒ常 態 二近 ヅ 久 帥

チ假 性 「エ オ ジ ン」細 胞 ト淋 巴球 トハ 其 ノ潰長 二

於 テ全 ク相 反 ス ル テ見 ル.

Sudan　 HI染 色 デ施 セ ル標 本 二 於 テ第1例 二於

テ2時 間後 採 取 セ ル 血液 轟就 テ、 其 ノ赤 血 球 ノ

2、3ノ モ ノニSudan　 III染 色 ・・　・・ヨ リ細 胞 全 禮

ガSudan　 III染 色 テ 呈 スル モ ノ ア リ。 更 二 第

2例 二於 テ3時 間後 ノ血液 二 於 テ白血 球 穎 粒 中

二Sudan　 III・染 色 ニ ヨ リ 明 カニ 陽 牲 テ呈 スル

モ ノ テ認、メ タ リ癖

Giemsa染 色 ニ ヨ リ白血 球 ノ假 性 「エ オ ジ ンj細

胞 二於 ケル細 胞 核 ノ染 色 性 ノ減 弱 ナ ル モ ノモ各

例 二於 テ注 射 後 ノ血液 像 二 於 テ認 メ ラ レ タ リ.

是 等 ノ黙 二就 テハ 爾 更 二 研 究 ノ必 要 アル モ ノニ

シテ之 ヲ他 日二 譲 ル。,

第1編 ノ総括

1916年 、 辻 本 満 丸 氏 ニ ヨ リテ登 見 セ ラ レ タ ル

Squalene〈q。H5、 、)ノ・化學 的 ニ ハ 實 二劃 期 的 ノモ

ノナ リ シニ 拘 ラズ、 其 ノ慮 用 上 ノ用 途 少 カ リ シ

爲 二 全 日迄 多 ク ノ人 二 忘 レ ラ レタル ガ如 キ有 様

ニ テ2 、3ノ 人 ハ其 ノ使 用、 用 途 二 就 テ試 瞼 シタ

ル モ之 テ活 用 シ得 ズ、 ア タ ラ大 ナ ル化 學 的 ノ登

見 モ烏 有 二聾 シ居 タ リ シ感 ア リキ。

然 ル ニ鴻 上氏 ハ此 ノ物 質 轟就 テ特 二其 ノ腎 墨 的

ノ研 究 プ成 シSqualenノ 異 性 腿 トモ 目 サ ル可

キ1種 ノSquaiinヲ 製 シ、 之 テ各 種 疾 患 、特 二

結 核 性疾 患 二 使 用 シテ 甚 大 ナ ル 治 療 数 果 テ揚

グ、 余 モ亦 動物 實 験 二於 テ多 籔 ノ赫 々 タル治 療

的 数 果 ノ成績 デ見 タル事 ハ前 数 同 二亙 リ、 本誌

上 二 獲 表 ヒル所 ナ リ.

而 シテ是 等 今 日迄 ノ登 表 ハ結 核 二封 スル治 療 的

数 果 實 験 ヲ主 トシ タル モ ノニ テSqualinナ ル物

質 ノ組 織 形 態 學 的 ノ記 載 蛇 二生 艦 二封 ス ル作 用

轟 就 テ、 記 載 二聯 力鋏 ケ タ ル所 ア リ シ爲 、 是 等

ノ黙 デ補 足 シ爾 更 二概 括 的 凝 黒占ヨ リSqualinノ

生 艦 二封 ス ル作 用 ノ縮 設 的 見解 ヲ述 ブ.

　 　 　 詳
Squalin　 ノ生骨豊内 二.於 ケ ル 現 出 二就 テ、　先 ヅ

Squalinノ 生 瞬 内 二於 ケル現 出 轟 就 テ、 其 ノ脂

肪 染 色 二封 ス ル態 度 ヨ リ、 之 ヲ形 態 的 二 染 色 シ

得 ル事 テ登 見 セ リ癬

各種 ノ脂 肪 染 色 ニ ヨ リ現 出 サ レ ・ガ就 中Sudan

III　aヨ リ最 モ炊 果 的 一・・一美麗 二 染 色 サ ルe

叉 特 異 牲 的 、 顯 微化 學 的 染 色 法 ト シ テJed.

Brom等 ノ「ハ ロゲ ン」属 ト結 合 セ シムル 方 法
、

蚊 二 〇xydase反 鷹 二i現 出 サ ル ・等 ノ 新 知 見

テ得 タ リe他 ノ油 捌 「オv一 フ」油 、 「テ ル ペ ン」

油 、 肝 油 等 トノ試 験 管 内 二於 ケ ル、 虹 二 生醗 組

…織 内 二於 ケル現 出法 ト比 較 シSqualinハJod .

Brom等 ニ ヨ ル現 出 ガ比較 的 二他 ノ是 等 ノ油 蘭

二 比 シテ特 異 ナ ル事 テ検 出 セ リ
。然 ル ニSqualin

ノ脂 肪 溶剤 二封 スル態 度 ニ ヨ リ其 ノ鑑 別 テ試 淀

ンbス ル方 法 ハ 不 可能 二 了vリ
。Squalinハ 生

艦 内 二 注 入 セ ラ レテ後 一 定 時 日 ノ 縄 過 ト共 轟

Fischler氏 法 陽 姓 テ呈 ス ル モ ノ ア リ
e

健 康 家 兎生 艦 内 二於 テハ 圭 ト シテ肺 胞 内 ヘ ト群

泄 サ レ、 血 液 細 胞 主 ト シテ淋 巴 球 及 大 距核 細 胞
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内 二喰 セ ラ レ、 又組 織 内 二於 テハ矧 犬織 内皮 系

細胞 工 貧喰 囁 取 セ ラ レ、 又 一 部 ハ腎 臓 ヨ リ尿 ト

シテ外 界 二排 泄 サ ル農

生 艦 ノSqualin耐 量 二就 テ

Squalinハ 物 理 學 的 性 駄 ハ 油捌 ナ ル爲 二 之 ヲ血

管 内 二注 射 スル場 合 二肺 ノ毛 細 血 管 二塞栓 ラ形
　 　 　 　 　 　 　 　 ほ

成 ス。 故 二静脈 内注 射 ト シテ使 用 スル場 合 ニハ

他 ノ油 脂物 質 ト同様 二其 ノ昂 二於 テ制 限 サル.

健 康 家 兎 二 就 テ験 シタル結 果 ノ・Squalinノ ・家 兎

艦 重.pr◎Ki1◎0.1g迄 ノ 静脈 内注 射 ノ、何 等 急

性 的 及慢 性 的 二障 碍 ナ キ事 ラ護 セ リ.

是 等 バー 般 油 剤 ト同檬 ナ リ。

而 シテ此 ノ 罷二於 テハ之 テ連 繧41}日 間 、静脈 内

二注 射 スル モ家 兎 ノ生 命 二封 シテ、殆 ン ド異常

ナ ク、唯 僅 少 ナ ル膿 重 ノ減 退 デ認 メ タ リ.

皮 下 及 腹腔 内 注射 二於 テハ、 良 ク大 最 ノ注 射 二

翻 へ、1同 二20ccテ 夫 々皮 下、及 腹 腔 内 千注 射

スル モ障 碍 デ惹 起 セ ズ.

経 氣 管 的 肺 注 入 二於 テハPro　 Kilo　1.Qg迄 ハ

家 兎 ノ生 命 二封 シ異 常 ナ キ ヲ認 メ タ リ癖

Squalinノ 家 兎 銀ll液二及 ボ ス攣 化

次 二家 兎1鍵液 轟及 ボ ス影 響 トシテSqualinノ 大

量 、5。Occテ 家 兎腹 腔 内 二1圭射 シテ、 時 間 的 二

血 液 ノ攣 化 ヲ検 索 セ リ,、其 ノ糸言身ミハ2時 間,　 3

時 間、6時 間 目轟 自血 球 ノ増 籔 ガ認 メ ラ レ、 淋

巴球 ハ比 較 的 二減 少 シ假 性 「エ オ ジ ン」細 胞 ノ檜

多 症y認 メ、24時 間 二於 テハ 両者 鞘 丸李 常 値 一=一

復 スル テ見 タ リ.

1種 奇 異 ナ ル現 象 ト シテー 般 的 ノ斯 ル反 癒 性攣

化 二 兇 プル ・ドエ オ ジ ン」細 胞 及 盤 基 嗜 好H　gnt球

ノ減 少 ヲ見 ズ シテ返 ツ テ輕 度 ノ檜 敷 ヂ 見 ル事 ナ

リゆ

此 ノ貼 二 就 テハ 更 二研 究 ヲ待 ツ テ饗 表 ノ機 會 テ

約 セ ン トス.

結

1.正 常 健康 家 兎静 賑 内 二注 入 サ レタルSqua-

hnハ 少 一1":ノ場 合(pro　Ki1◎o.1cq二 於 テハ2週

間以 後 轟 ア リテハ形 態 的 二殆 ン ド検 出 シ得 ズ。

2.Squalin/　 Fischler氏 脂 肪 酸 染 色 陽性 ナ

ル ハ肝 臓 、 脾 臓 及 腎 臓 ユ於 テ ハ認 メ ラ レ ズ、 肺

二 於 テハ注 入後 敷 日 ヨ リ陽 性 トナ ル癒

3.Squalinハ 脂 肪染 色 ニ ヨ リ形 態 學 的 二検 出

シ得 プル、 更 二 顯 微 化學 的 反 廉 トシテJod。

Br◎m等 ノ「ハ ロゲ ン」屡 ト結 合 セ シメ テ比 較 的

二特 異 牲 的 二 之 テ形 態 學 的 二離 明 シ得
.

4.Squalinノ 生龍 内 二注 入 サ レタモ ノハ組 織

化 學 的 二酸化 酵 素 反慮 陽 性 ナ リ.

5.Squalinノ 各種 脂 肪溶 剤 二封 スル 態 度 ニ ョ

リ該物 質 ト其 ノ他 ノSudan　 III陽 性 物 質 トノ

鑑 別 ハ不 可能 ナ リ.

論

6、Squalinノ 大 量(20ec)ヲ ー一時 轟 健 康 家 兎

(2kg>ノ 皮 下 或 ハ 腹 腔 内 二 注 射 スル モ何 等 ノ

急 性 的 蛇 二慢 性 的障 碍 ヲ惹起 セ ズ。

7.適 量 ト シテ腹部 皮 下pro　 Kilo　o.5ccヅ ツ

静 脈 内pro　 Kilo　O.05ccヅ ツ テ連 績40日 間注

射 ス ル モ何 等 異 攣 ナ ク、唯 静脈 内pro　 Kilo⑪.1

ccヅ ツ40日 間注 射 ノ 場 合 ・・　:一一於 テハ動 物 ハ甚 シ

キ膿 重 ノ減 少 ラ來 シ、 衰 弱 テ示 セ リ.

8.経 氣 管 的 注 入 ノk家 兎pr◎Kilo　 O.5cc隔 日

201司 、腹 腔 内注 入pro　 Kilo　 1。Occ隔 日2)同 ノ

注 入 轟封 シ何 等 ノ障 碍 ヲ モ認 メ ラ レズ癖

9・ 健 康 家 兎 二 封 シSqualin　 5.Oec腹 腔 内注 射

ニ ヨ リー過 牲 ノ白血 球 ノ増 敷 ラ認 ム
.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (文獣 後 編 〉



90高 崎 ・鴻 上=Squalinト 結核(総 括的観察)【 第19巻

Squalinト 結 核(総 括 的 観 察)

第2編Squalinノ 實瞼 的 結核 二及 ボ ス影 響
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Sq穀&ll簸ノ・鴻 上博 士蚊 二余等 ノ敷 次二亙 レル饗表 二 窃

り明 カナ〃如 ク、一種 ノ結核牝學 的療 法薬 鋼 ト見徹 サ

〃 可 キモ ノナノレ事 ハ今 ヤ既定 ノ事蟹 ナ リ。

而 シテ余 等 ノSq囎h織 ト、 他 ノ澱 レ迄 二報告 セラ レ

タ〃饒 多ナノレ化學 的桑測 トノ關係 ヲ或 ハ共 ノ比較上

ノ襯 察 ヲ成 サ ンニ ハ結核 ノ化 學的療法 ノ各藥鋼 二封

シテ之 ヲ研究批到 サ レザル可 カラ ズ、然ル ニ之 ハ到底

不 可能 ノ事 ナ リ、是 等 ノ 全 テニ就 テ文獄的 ノ考察 ヲ

掲 グ〃事 モ勢 シテ数 無 キ所 ナ レ ド、其 ノ圭 ナル モ ノニ

就 テ、一般 的沿革 ト.軌 近 二於 ケル結核化 學的療法 ノ

趨勢 ヲー慮同顧 シ概 察スル事 ハ不 可歓 ノ事項 ナ リ ト

スo

結核 二牝學 的療 法 ト銘打 ツテ唱 へ繊 シタル ノ＼ サ シテ

古 キ事 デナ グ近 々20有 絵年 ノ事 實 ト見 ル ヲ得 可 シ,

其 ノ以前 二於 テハ 明 カニ 化學的療 法 トシテ 意 識 シテ

使用 シタル ニハ 非 ザ レドモ化學的 物質二 翁ル 結 核療

法 ナル モ ノハ所謂一般 的 二 特殊 ナル桑 物的 作用 ヲ結

核二於 テ示 ス ト云 フ 事項 二 基 キテ 使 用 セラ レタル モ

ノ多 ク、從 ツテ是等物 質二 纂ル治数作用 モ確 ヵナル科

學 的根抵 二立脚 セル モ ノナ シ癖 結核 二i封シ 牝學 的療
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法 ナル概 念 ヲ植 ヅケ テ 本 格 的 ナ 〃 化學 的 療 法 物 質 ノ

詮 衡 ヲ開 始 ス ル ニ 至 レ〃 導 火 線 トナ リタ ル ハ、 彼 ノ

Ehrlichノ 死 學 的 療 法 ナル 訊 ノ公 開 サ レ、Spirochetosen

二i封ス ルSalvarsaR蛮 見 以 後 ノ事 二罵 シ、 結 核 二於

テ始 メ テ化 學 的 療 法 ノ曙 光 ヲ 見 出 シ タル 如 ク考 ヘ ラ

yタ ル ハ 彼 ノ金 製 鋼SanocrysiRノ 登 表 以 後 ノ事 二

罵 ス 可 ジ.

即 チSaRocrysin出 デ テ 始 メテ結 核 二於 ケ ル牝 學 的 療

法 ナル モ ノ ・意 義 ヲー 般 二 認 識 シ 自得 ス ル ニ至 レ〃

モ ノ ト云 フ可 シ.故 二當 時 ノSanocrysinノ 登 見 ハ結

核 ノ化學 的療 法 ナ 〃 モ ノ ・世 二 間 ハル ・二 至 レル 蟷

矢 ナ リ ト見 〃 可 ク、コ ノ以 前 二使 用 セ ラ レタル 種 々ナ

〃 薬 剤 二 野 ス ル 考 へ 方 二於 テ モ ー 種 特 殊 ナ ル新 タ ナ

〃 観 察 ヲ以 テ臨 マル ・二 至 リ シモ ノナ リ.

然 ル ニSagocrysinノ 如 キ金 製 鋼 ノ出 現 ス ル 以 前 二用

ヒ ラ レタ ル藥 醐 ト、其 ノ後 二現 ハ レタ ル薬 刺 ト ノ間 ユ

絡 別 ノ違 ヒ ヲ 見出 スモ ノニ非 ズ.

即 チ殺 菌 的 直接 作 用 ヲ示 スモ ン トシテ、古 ク ヨリ使 用

セ ラ レタ ル 上 述 ノ 金 製鋼 及 他 ノ重 金 魁 臨類
、 沃 度 鞭

類 、各種 色 素鮒 等 ハ 禽今 日盛 ンニ使 用 セ ラ レ、 或 ハ是

等 ノ物 質 ノ 加 工 、 修 飾 セ ラ レタ ル ニ 過 ギ ザ 〃モ ノ多

y・ 而 シテ結 核 ノ牝 學 的療 法 ハEhrlichノ 眞 ノ化 學

療 法 ナ ル 意義 ヨ リ多 少 相 隔 リタ ル物 質 二 就 テ モ、是 等

ヲニ次 的 二 作用 ス ル化 學 的藥 鋼 トシ テ、化 學 的 療 法 ヲ

廣 義 二解 ス ル意 味 二於 テー 括 ジテ、化 學 的 藥 痢 トス ル

傾 向 ヲ示 セ リ.之 ハ結 核 ナル疾 患 ガ治癒 メ ル場 合 二 於

テ モ、或 ハ塘 悪 ス ル場 合 二於 テ モー 般 的 ユ 甚 ダ慢 性 的

ノ 経 過 ヲ辿 ル モ ノナ ル爲 二、薬 鋼 ノ治 数 作用 モ 其 ノ剃

定 ノ上 二仲 々 ノ困 難 ヲ醸 シ、眞 ノ牝 學・的AetiotrOPノ

薬 酌 、二 次 的 ノ薬 酬 ノ識 別 ノ至 難 ナ ル事 ニ モ ヨル

モ ノ ト見 ラノシ.

之 ヲ例 ヘ バ或 〃化 學 的物 質 ノ 示 ス 治 致 作 用 ガ比 較 的

二特 異 的 ニ シテ、著 明 ナ ル 場 合 ハ勿 論 牝 學 療 法 ト云 ヒ

得 ラル ・モ、治 数 作 用 ノ特 異 性 ナ ル モ ノ ハ左 程 明 瞭 二

匪 別 シ得 ラ レザル モ ノ多 ク、刺 戟療 法 トノ識 別 ハ漠 然

ト シテ不 明 ナ ル 場 合 砂 カラ ズ。

結 核 ノ牝 學 的 治 療 刺 ハ實 二、勃 興 ス ル ヤ 直 チニ 悲 惨 二

打 挫 カ ソ、叉 打 確 カ レテ ハ勃 ノレ週 期率 ノ ソ レ ノ如 シ。

故 二古 キ ヲ熟知 ス ル 事 ハ、即 チ今 日 ヲ知 ル指 標 的 償 値

ヲ有 ス、余 等 ハ拉 二結 核 ノ化 學 的 療 法 ノ歴 史 ヲ繕 キ テ

圭 ト シテ 其 ノ薬 鰯 ノ存 績 性 ノ今 日爾 多少 ナ リ トモー

部 二 認 メ ラル ・モ ノヲ集 録 ス 〃 物 ト ・セ リ。

最 モ古 ク ヨ リ使 用 サ レ今 日爾 一 般 的 二 使 用 サ〃 ・モ

ノ多 ク、沃 度 及 金 ハ種 々ナ ル 化 合 物 トシ テ或 ハ聴 化 物

乃 至Kolloidト シテ 使 用 サル ・代 表 的 ノ モ ノタ リ。

更 二銀 、 白 金、 銅、 「パ ラ ヂ ウ ム」、 「ラヂ ウ ムj、 「ゼ

v一 ソ」等 試 ミ ラ レタ リe　P.Courmo賊,　 A .　Duf◎met

等 嫡 ハ 白金 、 「パ ラ ヂ ウ ム」及銀 ノ・結 核 二 何 等 盆 無 ク、

銅 ト「ラ ヂ ウ ム」ハ稽 く輕 度 ナ ガ ラ数 ア リ、ヂセ レー ソ」

ト金 ハ結 核 菌 ノ獲『育 ヲ阻 止 ス ル 作 用 ア ル モ、之 ヲ死滅

セ シメ得 ズ ト違 ベ タル ハ既 二30年 前 ノ事 二罵 シ、 今

日倫 之 等 ノ問 題 二就 テ 多 籔 實験 サ レ架 リタ ル モ、其 ノ

結果 ハ化 學 的構 造 ハ複 雑 トナ リタ ル モ、之 レ以 上 ノ知

見 二 到達 セ ザ ル モ ノ ・如 シ。

Jod・therapie　 b　Calcium-therapieナ ル モ ノモ其 ノ作

用 ノ起 原 ハ 漠 然 タル ニ 出 デ、今 尚漠 然 タ ル 定 義 二於 テ

使 用 セ ラル ・藥 鋼 ナ ル事 周 知 ノ如 シ。

砒 素 ノ製 醐 モ 多 数 ノ研 究 者 ニ ヨ リ試 ミラ レ、1883年

Buchne91f]ハ 結 核 治 療 トシテ推 奨 シ此 ノ方 面 ノ研 究 二

先 鞭 ヲ付 ク タ})　e　 更 二 引 イ テハSalvarsanノ 登 見 ト

ナ リ、 金 、 銀 トSalvarsanヲ 結 合 セ シメ タ ルG◎ld・

Salvarsan,　 SilversalvarsaR出 デ テ 結 核 二 試 ミラvタ

ル モ亦 自然 ノ趨 ク 所 ト云 フ可 シ.

脂 肪 酸 及 ビLip。id類 ノ結 核 二封 スル 治 数 作 用 ノ提 唱

モ 古 ク、Landereri2fハ1890年 、　Perubalsamノ 結 核

二欝 シ治 数 作 用 ア リ トナ シ、後PembalsamトEid◎-

tteremulsionヨ リ肉桂 酸 ノ曹 達 聴 ヲ製 シHetolト 名

付 ケ 、静 脈 内 二1-5%溶 液 トシテ使 用 セ リ、Kerper(23)

ハ何 等 殺菌 作用 ナ シ ト述 ブ.

Rogers　 Le◎ 篶ard紬 ノ・肝 油 ノ脂 肪 酸 及 ビ大 風 子油 ノ脂

肪 酸 ヲ治 療 的 二用 ヒ、各 々曹達 蠣 トシテ使 用 セ リ.静

脈 内 二3%溶 液 トシテO・2ceヅ ツ注 射 シテ良 数 ナ ル 場

合 ア リ トナ メ.

防 寓 消 毒 剤 ノ治 数 作 用 ノ試 ミ》 レタル モ、亦 當 然來 ル

可 キ着 目 サ ル可 キ観 察 ニ シテ、 歴 史 モ 從 ツテ實 二 古

キ モ ノア リ。

Cornpti・15ハ1888年 水 銀 ヲ使 用 シテ 結 核 動 物 二何 等 影

響 ナ ク、Witt岡 ハ水 銀 ノ瞭 類20種 二就 テ動 物 實 験 的

二試 用 シ、 海狸 ノ結 核 二野 シ数 果 ナ シ ト.

Kre◎sottherapieモ 其 ノ起 原 ハ 古 ク1830年Reichen・

bachハ 既 二Kreosotヲ 肺 瘍 ノ 治 療 刺 トシ テ推 奨y

實 二 此 ノ類 族 ノ饒 多 ナル 研 究 ノ端 緒 ヲ拓 ケ リ.

然 ル ニ結 核 ノ 牝 學 療 法 トシテ 最 モ 宣 醇 サ レタ ル ハ 金

ノ製 蜘 ナ リ.
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金 ノ製 酬 ヲ以 テ 試験 管 内 ノ實験 ヲ始 メ タ ル ハR◎bert

K◎chナ リ.次 二J.　 B.　White'i?1ハAur◎natriumch.

1◎ridトJ◎d-maRganト ヲ 同時 二使 用 スル 事 ヲ提 唱 セ

　リe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

Bruck　 u.　Glifck雨 氏1砺 ・Goldkaliumcyanidヲ 結 核

海 狸 二試 用 シ テ数 ア リ、叉 同 時 二癩 患 者 ニ モ数 果 ア リ

シ「ヲ報 ズ、其 ノ後Goldkaliumcyanidノ 毒 作用 アル 爲

二G◎1dtricyanidヲ 用 ヒ、叉Aur◎cantan　 bシ テ使 用

セ リ、,然 ル ニCantanノ 成 分Cantharidinハ 腎臓 二

勤 シ毒 性 強 ク、1917年Feldt(撫20}ハCyan基 ノ代 リ

ニBeRz◎1核 ヲ入 レタ ルKrysolgan　 〈P-Amino◎rth◎a .

u「ophoenelearbons5ures-Nat・ium)ノ 製 出 二成 功 セ リe

動 物 實 験 的 ニ ハ 良 数 ヲ揚 ゲ ・・5z・し人 多 ク、　Feldt=ヨ ル

トKfys◎1gan《 一一種 ノKatarysat◎l　 bシ テ血 管 ノ透

過 性 ヲ 高 メ 結 核 ノTuberculin-toxinヲ 血 管 外 ノ組 織

二 導 キ、 結 核 ノ進 歩 ヲ阻 止 シ、且 叉 殺 菌 的 作 用 ア リ ト

ス ルモ 、 其 ノ當 時 治数 作用 ヲ 否 定 セ ル 入 々 モ勘 カラ

ズや

其 ノ後 、Triphal.　 Solgat}al,　Aur◎phos,　 Lopion,　 Goldc・

hl◎rid,　G◎ldpr◎tasin等 ノ金 製 醐 相 次 デ結 核 牝學 療 法

トシテ治 療 界 二 提 供 サ ル、而 シテ治 数 作 用 ノ云 爲論 孚

サ ル ・一 方 二於 テ 其 ノ毒 作 用 ヲ報 ズル モ ノモ 多eW。

Heubne〆 鋤 ハ夙 二金 製 醐 ノ 他 ノ重 金 鳩 ト同 様 血 管 毒

ナ ル事 ヲ指 摘y、BUIImann⑳ ハ彼 ノ縄 験 セ ル 多轍 ノ

蛋 疹 例 ト腎 臓 炎例 二就 テ述 プル トコ 韓 ア リ、其 ノ他 二

多 数 ノ之 等 ノ毒 作用 ノ 賛 成 者 ヲ 得 タ1)　.Feldtハ 圭

トシテ彼 ノKrysolgan二 就 テ施 行 セ ル實 験 二基 キ、

Heabnerノ 血 管 毒 ナル 論 訊 二勤 シテ 反 封 ヲ表 明 セ リ。

而 シテHeubnerノ 立論 ノ根 櫨 ヲ ナ ヌ蛙 ノ腸 間 膜 血 管

二就 テ金 劇 静 脈 内注 射 ニ ヨル 作用 ノ観 察 ヲ12同 繰 返

シ テ行 ヒタ ル モHeubnerノ 云 ヘ ル ガ 知 キ結 果 二到 達

セ ズ、 更 二Feldtハ 此 ノ試 験 ヲ改 良 、 振 張 シテ血 液

還 流 試 験 ヲ企 テ次 ノ如 キ結 論 ヲ得 タ リ。 即Goldnatr・

iumchlorid及 ビNatrぬmauratハ1:3000ヨ 、リ1:2000

ノ濃 度 二於 テ血 管 ヲ牧 縮 メ ル、然 ル ニ此 ノ際 血 管 ノ麻

癖 作用 ハ 起 サ ズ.

G◎ldcyaRideハ1;1000ノ 稀 繹 ノモ ノニ テ、　Kry§ ◎1gan

ハ1二100ノ モ ノニ テ血 管 二何 等認 ム可 キ影 響 ナ シo然

ル ニ臨 駄 二於 テ 金 注 射 ノ増 加 ニ ヨル 障 碍 ハ箕 二 毛細

血 管 二 於 ケ ル 蓄 積 作 用 二 外 ナ ラ ズ、 此 ノ問 題 二 就 テ

Feldtハ 金 鵬 ノ蓄 積 作 用 二 繋ル モ ノナ ル 事 ・ヲ彼 ノ合 法

的 ナ ル 試験 ノ結 果 顎 リ論 及 セ リ春

之 等 多轍 ノ 金 製 鋼 中 當時 最 モ 喧 簿 サ ン 風 靡 シタ ル ハ

Sanocrvs{n　 Natrium　 aur◎thi◎sulfat>ニ シ テ 丁 抹 ノ

MφllgaardF23ニ ヨ リ1924年 麟 見提 唱 サvシ モ ノナ リ。

丁 抹 ノ諸 家 等 シク之 二 劉・シ、動 物 實験 的 二或 ハ 臨 妹 的

二使 用 シ卓 数 ア ・レヲ総 へ、非 常 ナ ル 盛 大 ヲ極 ムル ニ至

り、 其 ノ輝 シ キ数 果 ハ 學 會 轟於 ケ ル 驚 異 塾シテ 當 時

ノ研 究 者 ノ 覗 聴 ヲ 集 ム ル ニ 充分 ナ ル モ ノア リキ.

Sanoc　rysinハ 静 版 内 注 射 後4-5日 ハ龍 内 二在 り、其

ノ際 一部 ハ金 ヲ分 離 シ、一 部 ハ複 雑 ナ ル 結 合 燈 トナ リ

テ 腎臓 ヲ 介 シ テ排 泄1サ ルe　 　 　 　 　 　 　 導

銅 ノ牝 合 物 モ金 ノ製 鋼 二次 デ 多 徽 二試 ミ ラ レタ リ.約

100年 以 前 二於 テ銅 ハ種 々 ノ治 療 鋼 トシテ 用 ヒ ラy、

特 二Paracelsus燃 ハ篠 轟 類 二i財ス ル 馳 轟 鋼 トシ テ用

ピ タ リ難

肺 結 核 ノ治療>tテ ノ使 用 ハ1894年Luto轟 偽 二始 マ

ル 、,Lutonハ 結 核海 狸 蛇 二 尺類 二於 ケ ル 肺 結 核 二数

果 ア ル事 ヲ報 ジタ ルモGideon　 Wells　 u　 Uhlonhuth

等?6ハ 之 ヲ否 定 セ リ♂ ・一般 二試 用 サ ル ・二 至 リタル

ハV.Linden(2Zト 其 ノ共 同 作 業 者 ニ ヨ リ推 奨 サyy

以 後 ノ事 轟 シ テWitt　 llpd　Schermann〈2xtlハ 銅 鞭 ノ5

%溶 液 二於 テ始 メ テ試 験 管 内24時 間 以 内 二結 核 菌 ヲ

死 滅 セ シ メ得 ト、V.　 Lindeパ8ハ 後 二Kupfer十Le・

cithinナ ル製 剤 二Lecutylト 命 名 シ、　 Mei§sen　〈3e}、

Stra　"$s〔3　i;等 ト共=結 核 患 者 皮 下va注 射 シ テ数 ア9ト

訊 ケ ル モSelter32',　 Pechanowich!331等 ・・無数 ナ リ ト報

ズ窃

古 賀 氏 鋤 ハ青 牝 加 里 銅 ト鞭 化 ギカル シ ウ ム」ノ混 合 液

ヲCyan◎cuprel隅 へ結 核 性 疾 患 二数 ア リ 腿 ブe

要 メ ル ニ是 モ金 製瑚 二勝 ル トハ考 ヘ ラ レズ、一 部 ノ學

者 ニ ハ 砒 素 ノ場 合 ト同 様 二 牌 重 ノ墳 加 ヲ見 ル トナ ヌ

モ結 核 二封 ス ル治 療 的 数 果 ハ陰 性 ナ ル モ ノ多 シ
.

Walbum'951ハMangan聴 二就 テ之 迄 二登 表 セ ラ レタ

ル 重 金 鳩 鱒 類 トハ ー 種 異 ナ ル 意 味 二 於 テ 結 核 二治 療

的 数 果 ア ル事 ヲ唱 ヘ タ リ、 郎Mangaftハ 金 ノア ラ ユ

〃 牝 合物 笏 リモ、 更 二 大 ナ ル 抗 髄 産 生 ヘ ノ刺 戟 刺 ナ

1)　・Klopst◎ck〔36>ハManganノ 注 射 二mΨ 海 狸 二封

シ抗 髄 ノ 産 生 ヲ 高 ムル=ト ヲ蟹 見、Schmidピ37>ハ

Diphtherie及 ビTetanusノ 免 疫 血 清 製 造 二 劉 シMaR"

gan・chlorttrノ 注 射 ガ之 等 ノ抗 髄 ノ量 ヲ高 ムノレヲ認 メ

タ リ◎

Helms(38)ハ28例 ノ結 核 患 者 二Manganヲ 静 注 シタ ル

虚・ 大 多数 ナ ル17例 ・・好1鳳7鯛 ハ不 攣 、2例 二於
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テ 増 悪 セ リ、 更 二115例 ノ患 者 二就 キHelmsノ ・Fr-

ederiksen(3警1ト 共 二Mangan鞭 ヲ以 テ治療 シ、70例

ハ良 好 、43例 ハ不1愛ニ シテ、唯2例 二於 テ 墳 悪 セ リe

GermaRium,　 Beryllillm等 モ試 ミラv動 物 賢験 的 ニ モ

臨 躰 的 ニ モ良 好 ヲ認 メ ズゆ

次 二各 種 色 素 鰯 ノ結 核 二試 ミラ レタ ル ハ彼 ノEhrlich

ノ親 和 性 ナ ル獲F見 二刺 戟 サ レタ ル モ ノナ リ,,

V。L沁den(踊 ハM・thylenblan,　 Jod-methylenblau等

ヲ試 用 シ、Wittハ 色 素 ト金 、 銀 、 銅 、 鐵 、 水 銀 等 レ

結 含セ シ メ テ試 ミタ リ.Wittハ 各 種 色 素 二就 テ最 モ

系 統 的 二研 究 シTripan・rot及 ビ ・blauハ 結 核 結 節 申

二 寝 達 シ乾 酪 竈 二迄 遠 シ、2-3時 間 内 二肝 臓 、脾 臓 ノ

結 節 ガ赤 タ或 ハ青 ク染 ル、 然 ・レニ結 核 菌 ハ染 ラ ズ、試

験 管 内 二於 テ菌 ハ 之 等 ノ色 素 ニ ヨ リ死 滅 セ シ メラル

ト、Lewis「40ハTripaurot及 ビ・blauトJod,　 Phenol

等 トヲ結 合 セ シ メテ 試 ミタル モ 新 知 見 ヲ 得 ノレニ到 ラ

ズ.

其 他 ノ色 素Vシ テSudan　 IIL　Nilb】創,　Scharlachrot,

Ind◎phen◎lbla;},　 Dimethylamidazobenz(}1,　 Indulin ,

Bismarkbraun,　 Methylenblau,　 EQsin,　basische　Fuchsin

等 色々 素 鮒 トシ テ各種 ノ モ ノが殆 ソ ド試 験 セ ラ レ、其

ノ結 果 ハ試 験 管 内 二於 ケル 陽性 ノ 希 望 ハ悲 惨 二破 プ

レ、各種 特 殊 ナ ル 藥 醐 ト ノ化 合 物 トシテ ノ生命 モ亦 殆

ソ ド総 テ烏 有 二蹄 シタ リ導

唯 僅 カニ泌 尿 器 ノ 結 核 ノー 部 二 其 ノ用 途 ヲ見出 ス ニ

過 ギ ザ ル モ ノア リ蜷

以 上 ノ外 二 衙 結 核 ノ牝 學 療 法 トシテ 試 ミラ レタル 物

質 ハ無 徽 二在 ルモ 、大 略 上 述 ノ物 質 ハ其 ノ藥 鋼 ノ永績

性 二 於 テ 多 少 ナ リ トモ現 今 二至 ル迄 、其 ノ数 償 ノ問題

覗 サ レ來 リ ン モ ノナ リ.

次 二各 種 藥 鋼 二封 ス ル 諸 家 ノ 治数 報 告 ト 結 核 二射 ス

・ル親 和 力、殺 菌作 用 、治 数 作 用 ノ分 類 等 二就 テ 其 ノ・一

般 ヲ述 ベ ソ トス窃

F.Jessen㈹ ハ動 物 實験 二s910%水 溶 性 「フ ク シ ン」

液 ヲ極 メ テ大 量、徽 同 二亙 り反 復 注 射 ス ル 時 二小 ナ ル

結 核 牲 壌 死 竈 中 二 色 素 ノ這 入 ル事 ヲ認 メ、結 核 二封 シ

テ 殺菌 的 二働 ク 牝學 的療 法 ハ 決 シテ 不 可能 二非 ズ ト

強 調 セ リ。 此 ノ報 告 ハ 凡 ソ化 學 的 療 法 ナ ル モ ノハ病

原 菌 トノ直接 ノ接 蘭 ノ下 二於 テ 求 メ得 ラル ・ ト云 フ、

Ehrlichノ 理 想 二叶 ヒ、 叉 多 数 ノ化 學 療 法 二1封メ ル支

持 トモ ナ レ リ。

究 ヅ 金 ノ製 鋼 二就 テ見 ル へ 金 ハ其 ノ獲 見 當初 、 試験

管 内 ユ 於 ケ ル ト同 機 二 生 艦 内 二 於 テ モ 殺 薗 作 用 ア リ

ト信 ジ、 血 管 二 封 シKatarysatelひ シ テ 作 用 シ 、叉 金

盤 ハ 直 接 結 核 菌 ヲ死 滅 セ シ メ 結 核 形 成 阻 止 作 用 ア 攣、

Mφ11gaard/Snn◎ αysin轟 就 テ モ 、 丁 抹 學 滋 ノ大 部

分 ハ 直 接 的 治 数 作 用 ヲ 圭張 セlj,,

Sanocrysin反 復 注 射 ニ ヨ リ テ 惹 起 サ レ タ ルScheck二

獅 シMφ11gaard一 派 ハ 結 核 菌 ノ 死 滅 ニ ヨ ルTuber-

culin$ehockナ リ ト構 へ 、之 二 劉・シ テ ハTllbercαliltニ

テ 免 疫 セ ル 馬 血 清 ヲ 注 射 ス 可 ジ トナ メ 懸

Zinn〈12,Poind¢cker榔}
、 其 ノ 他 ノ學 者 ハ 當 時 二 於 テ 之

二 反1封 シJesse(碁,　 Le　 Bl舗e}5
,　Sch{・d垂4,P◎i磁e-

cker47等 ・・此 ノSch。ek二 射 シ金 鳩 ノ 中 毒 ナ ル 事 ヲ

看 破 セ リ.

Kryselgan　 INatriumsalz　 der　 4　 Amine・2AHrethio-

phen◎1・ICarbons5u　 re　.)二 就 テ モSpiびs㈹ ハ 他 ノ金 製

齊1二 勝 ル ト 云 ヒ、A.　 Sch擁eider㈱),　 Hevius{施,　 G.

Scheltenberglsi',　 Garcia-TriviRo　 u.　M　 Cillar{52i,　 Schr・

6derlr)3,」 施癒a簸 等 ハ 肺 結 核 及 ビ 喉 頭 結 核 二 陽 性 ナ ル

成 績 ヲ得 タ ゆo,Cim鵬1魏o・551ノ ・何 等 数 果 ナ シ ト、Triphal
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぼ
二就 テ登 見者Zwerg(5Cハ 動 物 實 験 的 ニ モ、 人 類 ノ結

核 二鍬 シテ モ共 二良 数 轟 シテ毒 性 少 久 特 二 無熱 牲 肺

結 核 患者 及 ビ慢 性 型 二 推 奨 メ、F¢ldt翫 ハ之 二i封 シ

KrysalgaB程 二毒 性 強 カラ ズ トシSchlapper　 (5g)ハ大

同小 異 ナ ウ トナ ス。

N.Galatzer　 u.　A.　Sach${5S/及 ビRickmaHft{9"」 ハ肺 結

核 及 ビ喉 頭 結 核 ニ ハ良 数 ニ シ テ、且 ツ金 製費紳 ニ テ 其

ノ緩 和 ナル 作 用 ヲ 推 奨、 其 ノ他 、E.　 Les¢hke織 ,　L-

M漬 獄 α峨H.Schmidt(63),　 Ri{'ht"r{64Ji,　Schellenberg〈95)

等 ハ陽 性 ナ ル 成 績 ヲ得 タ リ.

AurophosハKr◎patsch甑 二依 レ バ 皮 膚 結 核 二使 用

シ テ 数 ア リ。Jessen　 u.　R.　Grtesbach　 /g7>,　Wirz略,

Axmam1齢 ハ量 ヲ注 意 シ テ 行 ヘ バ 数 果 的 ナ ル腸 合 ア

リ¢

Solganalモ ー 般 二 試 ミラ レタ ル モ ノニ シテFeldt7◎ ・

ハ特 二治 療 的 致 果 ヲ推 奨 シHackerU・ ,　Lande　 72・,　A.

FrenneY7S),　 Emst71等 ノ・肺 及 ビ喉 頭 結 核 二陽 牲 ノ成 績

ヲ ア グ.

金 製 剤 二 封 シ 治 療 的 数 果 ノ陰 性 者 ハ 結 局金 矯 聴 類 二

灘ル 化學 療 法 ナ ル モ ノハー種 ノ刺 戟療 法 二過 ギ ズ
、量

ノ如何 ト病 型 二 蕊 リテ ハ刺 戟 療 法 ノ目的 ヲ達 ス ル、然

ル ニ 流接 的 殺 菌 作 用 ハ有 セ ズ トナ シ、 叉Fddtへ

金 ハ結 核 病 竈 二 直接 影 響 ヲ與 フル モ 、結 核 菌 二獄 シテ
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ノ・血 中二存 スル モ ノニ野 シテ登 育 ヲ 阻止 スル作用 ヲ

示ス ニ過 ギズ、叉組織 二野 ジテハご次 的 二防禦作用 二

参 劃 スルモ ノナ リト述 べ、Jessenハ 血 中二齎 ラサv

タル金鞭 ノ結 杉 トそ接燭 ハ ソ ノ早期 ノ壊死 竈二於 テ

ノ ミ可能 ナ リ、此 ノ特殊 ナル場合 ノ外 ハ結核菌 二i封ス

ル殺菌作用 ハ廃 除 サ〃可 キモ ノナ リト娼 フ、金製燗 ノ

圭唱者ナ ル上述 ノ2氏 ニ シテ、既 二其 ノ殺菌作用 ヲ大

部 分 ノ場合 二排 除セルハ注 目ヌ 可キ事 柄ニ ンテ、金 ハ

特 殊ナル牝學的療法 トシテ ノ製剤 二非 ズ、一種 ノ刺 戟

療法 ㍗シテ ノ藥 刺ナ リ トノ考ヘ ハ其 ノ登 見 ノ當初 ニー

於 テ認 メラ レタル事實 ノ如 ジ.

其 ノ他 ノ化學 的薬醐 二封 シテモ、其 ノ作 用 ノ直接的殺

菌作用 ト認 メラ レシモ ノナ ジ.

故 二金製 剤二就 テ 試験 シテ 陽性 ナル 成績 ヲ見ルハ治

数 機轄 ヲ殺 菌作用 二荷 ス事 ハ揮 り、寧 ロ關知 セザル ガ

如 キニ出デ圭 トシテ 臨林的次 ノ事項 二就 テ 主張ヌル

モ ノ多 ジ.之 ヲ大 別メ レバ

リ

　

　

コ

　

　
　

　

　
つ

　

　
の

1

2

3

4

5

病患経過 ノ適 當ナ ル時期 二使用 スル

合併症 ヲナ 〃ス ル様 二努 ノル

畳豊重 ノ圭曾加 ア リ

喀疲 中 ノ結核菌 二及 ボス作用

量 ヲ加減 ンテ使用 スル

軌 近 二於 ケ 〃 牝 學 的 療 法 ノ 慨 況 ハ 特 殊 藥 鋼 二 封 ス ル

詮 索 ト之 二封 ス ル研 究 モ サ ル事 ナ ガ ラ、 古 キ30年 ノ

歴 史 ヲ有 ス ル昔 日 ノ化 學 的 藥 刺 二{封 ス ル論 議 ノ爾繰

返 サル ・モ ノ多 シ、例 ヘ バ重 金略 聴 類 ノ如 キ ハ近 時 幾

分 ノ活 路 ヲ 見 出 シタ ル ガ 如 グニ テ試 ミ ラ レタル 業 績

多 シ、彼 等 ハ藥 鋼 量 及 ビ使 用 方 法 ト病 患 二封 ス ル選 澤

二於 テ 種 々ナ ル規 格、限 定 ヲ設 ケ タ リ.此 ノ事 ハ注 目

サ ル 可 キ事 柄 ニ シテWalbunノ 如 キ ハ 既 ユ結 核 牝 學

療 法 ノ頭 初 二於 テ強 調 セ ル事 柄 二驕 ジ、決 ンテ 新 シ キ

事 實 二非 ザ ルモ ー 般 ニ ハ 仲 々實 行 サ レザ リシ 事項 ナ

リキ奪

Frank　 I.　Terrill'75sハ 金 二i封ヌ ルToleranceヲ 験 シ乍

ラ副 作 用 ヲナ 〃ス ル 様 二 努 ム可 シ、 叉 氏 ハMelvin,

Tess矯 ト同様 二蛮 病Mり1ケ 年 以 内 ノ 慢 性 型 ノモ ノ

或 ハ極 グ早 期 ノモ ノ カ、叉 ハ慢 性 型 ニ シテ 俸 止 性 ノ繊

維 性 ノモ ノニ施 行 メ 可 シ.

Mende・Waldeek,　 u。　b.　Schwaan　 7η,　H.　Balzer　 u.　H.

Dosq艶t㈹,　 G　 Sぐhr6deひSch6mberg(73)等 ハSalganal

B二 就 テ1週2同 、3mgヨ リ始 メ後3--5/mgト シ次

二 直 二　O・02　9二 上 リ、 而 シテ ←6ケ 月 間纏 ケ ル事 二

◎

ヨ リ良 好 ナ ル数 果 ア リ。

Crysalgan二 就 テ 前 記 ノA.　 Schneider,　 Hevius,　 G・

Schellenberg,　 Garcia-Trivino　 u.　M,　Cilar,　Schr6der,

Jindra等 ノ・肺 及 ビ 喉 頭 結 核 二 良 好 ナ ル 成 績 ヲ ア ゲ、

ソ ノ際 使 用 量 ヲO.0259ト ナ ス事 ヲ主 唱 シSch皿i籔9㈹

ノ如 キ ハ0.㎜19sり 始 ムル ヲ好 シ トス。

N.Lundel8i)ハSanocrysiR及 ビKadmium二 就 テ試

験 ン、少 量 ヅ ツ使 用 ス ル 事 ニ ヨ リ毒 性 ヲ防 グ事 可 能 ナ

リ、 中毒 症 状 二封 ヅテ ハKampferδ1ノ 少 量 トCh1◎r-

calciumノ 注 射 ヲ行 フ、　Kadmium二 就 テ289人 二之

ヲ試 ミ0.5-一一8　.Occm　,LO　.　OOO6　mol)ヨ リ始 メ 、　Beryllium

ハ0.4--1.Occm　 O.02　mol>、　 AlminiumハO.5-2。Ol

ccm〈O.006　 mol)ヲ 用 フ、 間 隔 ハ4-5日 ナ キ トヌ、 結

果 良 好 ナ リ。

Kj.　HeRrichsen　 aRd　 H.　G.　Sweany(鋤 ハ66人 ノ肺 結t

核 患 者 ト同類 ノ 病 型 ヲ同 ジ クス ル 患 者 ヲi封照 トシテ

Sanocrysinヲ 試 ミ、 量 ヲ加 減 ヅ極 微 量 ヨ リ注 射 セ リ、

5ケ 年 間 ノ 観 察 二於 テ 大 髄24.6%丈 治療 例 二於 テ良

好 トナ ル、

Vasarkelgil・83,CH.　 Wurtzen　 〈84/,　T.　B.　Br◎adway圃

等 モSan◎cysinヲ 使 用 シ、 前 者 ・・133人 ノTurban・

Ge　rhard/3期 二 相 當 メ ル モ ノニ 適 當 量 ヅ ・注 射 シ

73%ハ 良 好 ナ ル数 果 ヲ見 、後2者 ハ小 見 ノ肺 結 核 及 ビ

鷹 膜 炎 二試 ミ良 好 ナ ル 場 合 ア リ.

H.Khech鴎 ノ・SolgaRal　 B　 ヲ　NeumaRftノ 所 謂 血

行 性 撒種 ノ早 期 ノモ ノ15例 、再 感 染 ノ早期 ノモ ノ15

例:一就 テ 静 脈 内 注射 療 法 ヲ施 シ、前 者 二1封 シテ ハ良 数

ア リ、 後 者 ニ ハ1例 丈 二数 果 的 ナ リ シ ヲ報 ズe

金 製 刺 二封 シテ 之 等 ノ 陽性 ナ ル 結 果 ヲ 否 定 セ ル近 來

ノ報 告 モ亦 多 轍 ア リ.

Gruenfeld,　 G.(87),　Amberso籍 ㈱,　M.　 C .　Mahan　 and

Pinner　〈89)等ハ古 ク カ ラ 其 ノ結 果 ノ陰 性 ナ ル ヲ唱 へ 來

り、F.　N。　Sickenga(9`'E,　Paul　 Maど しユ、i　u。　Alfred　 Ro§e--

ndahl!91}等 モ、 其 ノ数 果 ヲ否 定 ス、 特 二 後2者 ハ 金製

刺 二封 ジ、 獲 見 當 初 讐 リ ノ業 績 ヲ集 メ 之 ヲ追 試 シ批

剣 ダ、Sanocrysin=就 テ ノ 是 等 ヲ見 ル ニ140ノ 業 績

中信 頼 ス 可 キEiltwandfreiノ 業 績 ハ 僅 カ ニ八 ツニ過

ギ ズ、而 シテ 此 ノ八 ツ ハ総 テ 陰 性 ノ結 果 ヲ報 ズ ル モ ノ

ナ1,、 副 作 用 トシ テ140人 ノ業 績 中34人 ハ 中毒 作 用

ア リ、32人 ハ熱 反 懸 、12人 ノ・重 症 ナルSch◎ekヲ 、50・

人 ハ蛋 白尿 、43人 ハ皮 慮 ノ蟹 疹 ヲ報 ズ トナ ス,

銅 二i射 シテ ・・Bacmeistetise},　 Schilling〈9g)等 ニ ョ})金
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二劣 ル ト云 ハ レ、 今 日之 ヲ再 試 ス ル モ ノ少 シ.

最 近G◎dehard　 G◎ralewski(9　4)　.《銅 ノ「チ オ」尿 素 ノ複

合 鞭 二Cupri◎nト 名付 ケ 静 脈 内注 射 トシテ使 用 ジ、

何 等 危 瞼 ナ ク比 較 的 無 害 ナ リ、117例 ノ肺 結 核 患 者 二

試 用 シ2ケ 年 間輕 過 ヲ親 察 セル ニー 般 二 良 好 ナ リ。

Cadmillm　 sulfid二 就 テFrederick,　 Heaf(951及Staart

Rob碧rtso嚢 鋤 ハ金 製 刺 ト同様 ニ シ テ1%ノolive鱒1・

emulsi◎nト シテ用 ヒ有 数 ナ リ。

邦 國 二於 ケ ル 結 核 化 學 的 療 法 ハ 傳 染 病研 究所 二 於 テ

佐 藤 敏 授 及 ビ 其 ノ 門 下 ニ ヨ リ基 礎 的研 究 が 始 メ ラ レ

結 核 形成 阻 止物 質ca就 テ ノ検 討 が1924年 二 開 始 サ

ル。青 木 氏覇 ハ1928年 二Pheaylhゾdraz㎞hydrochlodd

ガ海 瞑 ノ實 験 的 結 核 病憂 形 成 ヲ阻 止 ス ル事 ヲ認 メ、次

デ黒 屋 氏1'9)ハ　P・Toluidin及 ビTolylhydrazin　 hydr・

ochloridヲ 用 ヒ同様 ノ結 果 ヲ得 タ ル ヲ報 ズ。

1930年 白 井 畏 §gいPyrodin,　 Cry◎genine及Maretin

ノ阻 止作 用 ヲ實験 的 二認 メタ リ.

佐 〕藤、 南 、 井 村氏 等(鵬 ハhydrazin化 合 髄 ノ結 核 阻

止 作 用 ハ 其 ノ齎 ス 貧 血z・ ヨ 〃 可 シ トナ シ、12種 ノ

hyd　razin化 合 燈 ニ ツキ、 實験 ノ結 果 、 貧 血 作 用 ト結

核 阻 止 作 用 トハ常 二相 件 フ モ ノニ非 ズ、結 核 阻 止 作用

ヲ潰 失 ス ル原 子 團 ハ 必 ズ シ モ 貧 血 作 用 ヲ 阻 止 ス ル モ

ノニ非 ズ トナス。

1934年 佐藤 、 安 藤 雨 氏 綱1ハ 酸 化 還 元 標 本 色 素 、 静 脈

内注 射 ノ實 験 的結 核 二及 ボ ス影 響 二就 テ験 シ、酸 化 還

元 電 位 ノ ー 程 度 以 下 二 低 キ モ ノニ於 テ 結 核 性 攣 化 阻

止 作 用 ノ著 明 ナル ヲ認 メタ リ.

柳 澤 氏 鯉 ハ選 元 物 質 ノ結 核 阻止 作 用 二着 目 シ化 學 的

構 造 ノ簡 輩 ナル 無 機 還 元 物 質 二就 キ試 験 セ リ、其 ノ結

果、「チ ナ硫 酸 ソー ダ」ハ結 核 感 染 度 ト關係 ナ ク結核 阻

止作 用 ア リ、 次 ハ唖 化第 一鐵 、硫 黄 「コWイ ド」、tw　「コ

切イ ド」、 銅 ∫コ ロイ ㌦ 等 ノ順 二阻 止 作 用 ア リ、

盤 化 第 一 「マ ノが ソ」、 硫 化 「ナ 岡 ウム」、 亜 硝 酸rソ

ー ダ」等 ハ結 核 形成 ヲ促 進 シ、魎化 第一 錫 ハ影 響 ナ シ.

田 中氏(主鋤 ハ還 元 物 質 〉シテ硫 酸rソ ー ダ誰ノ阻 止 作 用

ヲ強 調 セ リ.

佐 藤 、 青 木 雨 茂 継 い 同 ヂモノぬ 溶 液 ノ金 、銀 、銅 、砒 素 、

蒼 鉛 、 「ア ソチ モ ぬ 等 二 就 テ、 金、 鍛 銅 ノ如 ク溶 液

中 ニ テ陽 「イ オ ソ」ヲ遊 離 スノシモ ノ ハ 結 核 阻 止 作 用 ア

リ、 陰 「4オ ン三ヲ遊 離 ス ル砒 素 、 蒼 鉛 、「ア ンチ モ ン」

ハ結 核 病 攣 形 成 ヲ促 進 ス 、

佐藤 、 安 藤 茂 等 α醐 ハ更 二 』paイ ド」状 ノ金、 銅 ト砒

素 二就 テ検 セ ル結 果 モ亦 同 様 ナ リ.

竹 岡 三 之 吉 氏(ieec　f・、 「ヘ キ サ メ チWテ トラ ミン」ト

金 ト ノ併 合 作 用 ニ ヨ〃結 核 阻 止 作 用 ヲ報 ジタ リ.

仲 田 一 信 氏 ⑳ηハKadmiumノ 治 妓 作用 二就 テ期 待 ジ

得 ズ トナヌ 、舟 岡 氏 既 ハ果 糖 「オ ル ト」燐 酸 カル シ ウ

恥 ヲ以 テ病 竈 ノ石 茨 沈 着 ヲ期 シタ リ.

長 谷川 、 富 田、 中本 氏 等 悌1ハPheRyl5therヲ 基 核 ト

セ ル種 々ナ ル誘 導 騰 ノ 實験 的 結 核 二 及 ボス 影 響 ヲ検

シBis系Alkatoid中 ノCepharaBthin最 モ 陽 止 作1

用 著 明 ナ リ。

鮎 川 氏1㈱}ハ 新 有 機 牝 合物M◎no4　 Chl◎r-thymy1Pho-

sphors註ures　 Natrium二Thym◎ph◎genト 名 付 ク 實

験 的 腎 臓 結 核 二 使 用 シ テ 多 少 ノ 治 療 的数 果 ア リ、

Thymophoge"ヲ 静1脈 内 二 注 射 毛バ 腎 、 肺 、 肝 臓 等 ノ

如 キ臓 器 燐 酸 酵 素 ヲ含 ム 臓 器 内 二於 テ 分 解 セ ラ レ4-

Chlor・thymolヲ 遊 離 シ、此 ノモ ノハ結 核 繭 二封 シ強 キ

殺 菌 作 用 ヲ現 出 メ トナpm,,有 馬 氏111ハThymoph◎gen

ノ肺 結 核 工欝 ス ル影響 ヲ検 セ ラ レ、病 型 二 讐 ウ良 好 ナ

ル 場 合 ア ル事 ヲ述 ペ ラル、 佐 々木 氏1重21ハ 動 物 實験 的

二試 ㍉ 池 臥 岡 本氏 等1鋤 及 加 地 氏(紬 ハ動 物 實験 的

臨 脈 的 二結 核 菌 猶 育 阻止 作 用 等 ヲ検 セ ラ ル.

謄 汁 酸 二就 テ今 村 氏1絢 ハ此 ノ結 核 阻 止 作 用 ヲ違 ベ ラ

ノレ◎

邦 國 二於 ケル 結 核 化 學 療 法。ト諸 外 國 ノ化 學 療 法 トノ

關係 ヲ識 ル ニ、 約20有 絵 年 前 、 當 時 一 世 ヲ風靡 セ ル

盛 大 ヲ極 メ タ ル 金 ノ製 鋼 就 中、SaR◎crysin二 就 テ ・・

之 ガ研 究 機 關 トシテ 委 員 會 ヲ 設 立 シ 槍 討 ノ結 果 其 ノ

数 果 陰 性 ト決 定 セ サ.然 ル 轟邦 國 二於 テ モ之 二類 ス ル

金 製 劇 ノ多 徽 ナ ル 出 現 ヲ見 タ リ.其 ノ後 金 二封 ス ル 研

究 ハ完全 二 封 鎖 サ レ、近 來 諸 外 國 二於 テ愈 く見 プル ・

金 剤 二i封ス ル業 績 蛇 二 批 到 等 二 耳 ヲ籍 サ"　rvモ ノ ・

如 シ.

銅 ノ製 鋼 二 於 テ然 り、Mariga　ll二 就 テ ハG.　 Hd滋s岡

ハ蠣 牝 第 一　「マ　yff　 yjO。03　 mol液 トシテ使 用y患 者

ノ66%ハ 好 韓 セ リ ト云 ヒ、 更 二膿 重 』雫均2 .8　kgノ 増

加 ヲ示 セ リ。柳 澤 氏 ニ ヨル ト魎 化 第 一 「マ ンガ ソ」ハ硫

悟 ナ ト リウ ムム 亜 硝酸 ㌧ 一 ダ捷 同様 結 核 病 攣 形成

ヲ促 進 ス トナス 、Frano　 Capuane:購 二 碧ル ト彼 ハ硫

酸 「ソ ーダ」及 亜硫 酸 「ソー ダ」ト、ソ ノ重 金 驕 聴 類 トニ

就 テ結 核 性 疾 患及 非結 核 性 疾 患 二 治 療 的 二 試 ミタ ル

ニ亜 硫 酸 「ソー ダ」ハ 結 核 二 少 シ ノ 勝 レタ ル治 数 作 思

ナ シ、 而 シテSan◎crysin中 ノ亜 硫 酸 「ソー ダ」ハ金 離
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粒 子 ノ搬 散 性 ヲ有 利 ニ シ 且 中毒 ヲ少 グヌ ト述 ベタ リ,

Squalin八Terpen族 ノ炭 化 水 素 ニ シ テ、斯 ル炭 牝 水

素 ノ類 ヲ結 核 ノ 治 療 醐 トシテ 使 用 セ ル モ ノヲ求 ム ル

ニKrebs略ATerpe而 頭1ヲ 各 種 ノ疾 患 二 使 用 シ、

就 中化 膿 性疾 患 二 数 ア})、Heinz彊 購 ハ實 験 的 結 核 動

物 特 二 多 敬 ノ結 核 家 兎 二試 ミ結 核 形 成 ヲ促 進 メ 。

紙 野 氏'蹄 廓 同 襟 二TerpentiR61ヲ 肺 結 核 患 者喀 血 二

使 用 シテ数 ア リキ ト云 フ癖

Terpen蚊 二之 二類 似 ノ揮 凝 性 二就 テ 及 脂 肪 酸 及Li・

P◎id類 ノ結 核 菌 、 結 核 生 鯉 等 二i封ス ル作 用 等 二 關 ス

ル文 獄 モ 多 薮 ア リ、而 シ テ是 等 ハ余 ノ實験 的 結 核 二及

tite.;7〈　Squalikノ 影 響 第1報 申 二殆 ソ ド其 ノ悉 〃ヲ報 ジ

タ 、)。次 二余 等 ノSqualh:・ ・就 テ ノ概 略 ヲ記 ス 可 シe

鴻 上 博 士 誼 二 余 等 ハ 主 トシテ 鮫 肝 油 中 ユ存 ス ル特 殊

ナ ル物 質 ニ シテ1916年 辻 本 、 満 丸SC　 =ヨ 、)テ饗 見セ

ラ レ タ ルC30H,seナ 〃炭 化 水 素 及其 ノ種 々ナ ル異 性 燈

二 就 テ騰 學 的 二 多 年研 究 ヲ績 ケ、其 ノ間 多 ク ノ業 績 ヲ

登 表 セ リ、 其 ノ圭 ナ ル モ ノ ヲ 描 グ レバ、1.1L'(1,余 等

ノ新 抗 原'Squalo1Tuberkulin)二 依 ル結 核 補 器 結 合 反

磨 ノ實 験 、鴻 上 慶 治 郎 及 共 同 者.2.鮫 肝 湘 中 二存 スル

高 度 不 飽 和 炭 化 水 素　SqualeReヲ 生化 學 的 二活 性 化 セ

ルSqualin二 關 ス ル馨 學 的 研 究 〆室 ト シテ璽 異 性 結 核

菌 二關 メ ル 問題1鴻 上 慶 治 鄭 及 共 同 者　 3.鮫 肝 滴 中

二存 ス ル 高 度 不 飽 和 炭 化 水 素Squaleneヲ 生牝 學 的

二活 性 化 セ ルSquali轟 二 關 メ ル屠 學 的 研 究'圭 トシテ

Squalenノ 生牝 學 的 研 究 、 鴻 上 慶 治 郎 及 共 同 者 。4・

iSi>　Squalin療 法 宅yyテ 結 核 性 疾 患 一…・・就 テ)鴻 上慶

治 耶 及 共 同 者。　 5.i　L'2)實験 的 結 核 二及 ポヌSqualin

ノ影 響 二就 テ、 高崎 保 。　 6・Squalinノ 家 兎肺 ・肝 、

脾 及 腎 臓 二於 ケ ル 新 陳 代 謝 及 運 命 二關 ス ル研 究 、高 崎

保 。　 7。 家 兎 氣 管 道sり 注 入 セ ルSqualinノ 肺=及

ボメ 璽 化 及SSqualiBノ 運 命 附 、　Squalin注 入 ト生盟

染 色 トノ相 關 …:・就 テ)、 高 崎 保 。8.廊 肺 結 核 患 者 二

樹 シSqualinノ 氣 管 内注 入療 法r就 テ 〆附 、　 Squalin

注 入 ニ ヨ 〃喀 疲 内 結 核菌 ノ縫 異 牲 高 崎 保 。9.愚 實

験 的 結 核 二及lrS.K　 Sclualinノ 影ue　 z就 テ(縮 報)高 崎

保e10.馨5)Sq犠ah嶽 ℃3讃 、、二關 ス ル實 験 補 遣(圭 ト

シテ結 核 治療 鋼 ト ジテ ノ生化 學 的 活 性 問 題 二就 テ、鴻

上 慶 治 鄭 等pm　yテSq艶hnヲ 廻 メレ其 ノ他 ノ業 績 ヲ合

シ20激 篇 ノ登 表 ヲ見Pt癖,、

而 シテSqualinノ 結 核 病 璽 形 成 阻 止 作 用 ノ勝 レタル

数 果 ハ動物 實験 的 ニ ハ 既 二確 カナ ル 不動 ノ 決 定 ヲ見

タ ル所 ナ 癖.臨 黙 的 二 人 類 ノ結 核 二 劉蝋 ル結 果 ハ余

等 塒 ノSquallB療 法qu　=其 ノー 部 ヲ報 告 シ、 叉 余 鋤
　 　 　 　 　 　 み
ハSqualinヲ 縄 氣管 的 二 肺病 竈 二注 入 シ肺 結 核 二良

数 ヲ認 ム ル事 ヲ饗 表 セ 癖.

第1章Squalinノ 結 核 家兎 血液 二及 ボス影 響

家 兎8頭 二就 テ、牛 型 菌 菌tlk　Vieee　mgヲ 耳静 脈

内 二注 射 接 種 シテ結 核 二罹 患 セ シム.

Squalinノ ・0.1ccヅ ッ連 緬7日 間 静 脈 内注 射 ノ

モ ノ3頭 』、O.2ccヅ ツ 連 緬7日 間 静 賑 内～主射・ノ

モ ノ3頭 ノ郡 合6頭 テSqualinト 結 核 ノ試 験 獣

トナ シ、 他 ノ2頭 ハ結 核 ノW照 トス。

血i夜ノ、ミ主堵ナ前 ト、 注 虜†そ表3日 、　7日 、15日 、25

日 目二 耳 艀 脈 ヨ リ探 取 シテ験 セ リ.

Squalinノ 結 核 家 兎 血 液r・ 及ecス 影響

家

所　兎検査時間赤聯 婁「白血球薮

見}　 　 　 　 　 i

　 　I臣藷 射 前 …一 …ぢ12罹一』 互850

第i誘 　日

血色素徽
!_一 一　 一一..-9血 墾

講 饗 膿 淋弊

27　 i…7　 日

515

號

605
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第 俵 二示 ス如 クSqμalin　 O.lceヅ ツ連緬7日

間 静 脈 内注 射 セ ル家 兎No.27、28、29號 二於

テハX3日 目或 ハ7日 日二必 ズ高 度 ノ白血 球 ノ

檜 多 テ認 メ白血球 ノ百 分傘 ヨ リ見 レバ主 トシテ

假 性 「エ オ ジ ン」細 胞 ノ檜 薮 ナ ル事 ガ窺 ハ ル。 淋

巴 細 胞 モ第3日 二於 テ共 二曾 加 テ示 セ ル モ ノ ア

リ(No.27)。

血 色素 量 ハ3例 中2例 二 於 テノ・re　〈減 少 ヲ示 シ

1例 ハ不 攣 ナ リ,

淋 巴 球 ハ3日 目 ヨ リ7日 目 ノ間 二 於 テ1時 減 少

テ示 スモ、 後次 第 二 核腹 シ、 更 二駕 直 テ凌 駕 ス

ル ニ至 ル。 赤11n球 撒 二於 テハ殆 ン ド異 攣 テ認 メ

ズ。

以 上 ノ攣 化 テ結 核 菌 ノ封 照 ト比 較 ス ル ニ、 封 照

二於 テ ハ先 ヅ赤 血 球 総 藪 ノ減 少著 シ ク
、 血 色 素

量 ノ滅 少 ハ 更 二大 ナ リ.

Squalin　 O.2ccヅ ツ静 賑 内 注 入 ノ例(N◎.30、31、

32〕ハ 前 例o。1cc注 入例 ト 同様 轟 白錨皿球 聰 薮 ノ

極 メテ高 度 ナ ル檜 加 テ第3日 及第7日 二於 テ認

メ タ リ、 主 ト シテ假 性 「エ オ ジ ン」白血 球 ノ増 薮
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ニ シテ淋巴球ハ此 ノ時期二於テハ寧 ロ減撒 テ示

セリ.

血色素及赤血球総藪二認 ム可キ漿化ナ シ.

然 ルニ膿重ハ3例 中2例 二於 テ著 シキ減少 ヲ來

便
覗

磁
嚇

動
釦

囎
昭

力
既

諾嚇賭
繭

謎

結

リ

。

"

ナ

リ

リ

大

セ

セ

ニ

死

第2章 　結核家兎 二封 スルSqualinノ 實験

第1節 　實験方法

象兎購重2kg内 外 ノモノテ 用ヒ、 前結核菌 ト

シテハ北里研究所 ヨリ分譲 テ得 タル牛型菌株 テ

使用 ス、接種ハ総テ耳静脈 ヨリナシ、菌接種後

24時 間 ニ シテSq　 t}alin　ノ注 射9開 始 セ リ。

Squalinハ 皮 下 、 静脈 内、経 氣 管 的 肺 臓 内注 入、

塗 擦 法 ノ四 方 法 テ試 ミタ リ。

第2節 　實験成績

前 記 ノ如 ク余 等 ノ之迄 二施 行 セ ル實 瞼 的 結 核 二

封 スルSqualinノ 作 用 試 験 ハ 主 トシテSqualin
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぜ

ノ活 性 度 即 チ如 何 ナ ル製 、出 性 及 操 作 ニ ヨ リ製 セ

ラyタ ルSqualinガ 最 モ好 ク結 核 二封 シ阻 止 的

作 用 テ示 ス カト云 フ事 二封 シテ ノOrientierungs-

probeト モ見 ル可 キモ ノニ シテ、 之 テ以 テ概 括

的 ノ成 績 ヲ云 々 スル ハ 甚 ダ不 都 合 ナル事 ハ 自明

ノ理 ナ レ ドモ、 前 数 同 ノ爽 表 二於 テ明 カナ ル如

ク ソ ノ 如 何 ナ ル 製 出法 ニ ヨルSqualinト 錐 モ

殆 ン ド糖 テ ニ於 テ結 核 病 憂 二封 シテハ阻 止 的 二

作 用 スル モ ノナ ル事、 唯 然 シー 部 二於 テ動 物 生

盤 二封 シ使 用 量及 使 用 方 法 ノ不 備 ニ ヨ リ艦 重 ノ

減 少 及 途 ニ ハ封 照 ヨ リモ早 期 二発 死 セ ル モ ノテ

経 験 セ リ、 而 シテ斯 ル 早 期 二艶 死 セ ル動 物 ハ試

験 獣 及 封 照 蹴 ノ何 レナ ル テ問 ハ ズ、 本 實 験 報 告

ヨ リ除 外 スル事 ト シ、其 ノ他 ハSqualinノ 如 何

二 拘 ラズ→ 括 ト シテ表 示 セ リ.

從 ツ テ 之 等 ノ 試 験 ヲ以 テSqualinノ 結 核 阻 止

作 用 ノ統 計 ト シテ、 其 ノ實 験 成 績 ヲ掲 グル事 ハ

適 切 二非 ザ レ ドモ、 前報 告 後 更 工試 ミタル實 験

ラ含 メ線括 的 二之 等 ノ成 績 テ糖据 シテ,次 ノ如

キ結 果 テ得 タ リゆ

試 験 獣 糸麟教232例 中Squalin注 射.遂置176例 、

結 核 菌 ノ封 照56例 、各例 二就 テ肺 臓、 肝 臓 、 脾

臓 及 腎 臓 ノ結 核 性 攣 化 テ五 ツ ノ段 階 二別 チ統 計

的 二 示 シタル モ ノガ次 表 ナ リ。

肺 二於 ケ ル結 核 姓 獲 化

肺 二於 テ融 合 性 ノ大 ナ ル結 核 性 病 攣 テ示 シ タル

モ ノハSqualinノ 注 射 例 二於 テノ・1例 ダモ見 ラ

レ ズ、 之 一=一反 シ、 封 照 群 二於 テハ56例 中43例

76%、 即 チ殆 ド大 多 藪 ガ融 合 性 ノ大 ナ ル結 節 テ

形 成 ス、(搬)ラ 示 ス モ ノハSqualin試 獣 二6

%、 封 照 群 二於 テハ20%ナ リeSqualin二 於 テ

　 　 　 　 　 　肺 二於 ケル結核性愛化

＼　 璽 化　　 i

倣232　 1糊 帯
総 職,　　　　　　 }

ぐS轟)10:11

百 分 奉;o%

三6　 、1、31、、

　 Kont.,　 　　　　　 __i

百 分 卒76%20%1

十

62155
606　 ・35%　 　　31%

2 0

48

27%

0

496　 i・%O%

肝臓 二於 ケル結核性憂化

化
　

＼

墜
昏耀

柵　　　州ト

ゼs描L鉗 ⊥ ・7

互 壁 ⊥ 璽二L竺 ・・%
　 56

(K・nの
百 分 率

4

～

%{'

0
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引
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AU

23

41%

十
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36%

25

45%

繕
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53%

4

7%
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脾臓二於ク〃結核性攣化

　 　 攣 牝i
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十 一

　 176

(Squalin)
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0 2i28 84 62
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　 　i1%　16%

　 　 …

48% 35%

　 56

(Konし)

百 分 奉
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22 2

0% 7% 50% 39% 4%

腎臓二於 ケル結核性攣牝
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脇
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＼、攣＼・9毎・
身　23轍轍綿

　

　

　

　
環紛奉

認
分

　
6
百

⇔
奉56◎轟分砥百

冊 　結 節 融 合 封犬ニ シテ極 メ テ密 二多 撒 ナ.ルモ ノ

柵 　 結 節 ハ密 二 多数 ナ〃 モ孤 立 性 ナル モ ノ

曾 　 孤 立性 結 節 散 見 ス ル モ ノ

十 孤 立 性 結 節 ヲ敷 個 存 スル モ ノ

ー 　 結 節 ヲ認 メ ザ ル モ ノ

Sqllalift=Squalin試 験 群

Kont.=結 核 ノi封照群

　 ハ/十)、 ←)ハ 夫 々31%、27%ノ 多 藪 二達 セ リ、

　 封 照群 二於 テ ハ勿 論 斯 ルモ ノハ 見 ラ レズ.

　 肝 臓 二於 ケル結 核 性 攣 化

　 Squalin試 蹴 二於 テ(十!ハ10%、 封 照 二於 テハ

　 41%ノ 多数 テ示 シ、反 封 二 〈一)ノ モ ノハ¶前者53

　 %、 後 者7%テ 算 ス、肝 臓 二於 テ モ明 カニ結 核

　 性 攣 化 二封 シ阻 止 的作 用 ラ現 シ タル モ ノ ト見 ル

　 テ得 可 シ。

　 脾 臓 工於 ケル結 核 性 攣 化

　 脾wa　ca於 ケ ルSqualin試 験 獣 ト封 照 ト ノ 驕 係

　 テ見 ル ニ(柵 リハ 前 者 ノ1%、 後 者 ノ7%、(昔)

　 ノ、前 者16%二 封 シ、 後 者 ハ 實=50%テ 示 ス、

　 (十〉、← 〉ノ・試 獣(Squalin)二 於 テ遙 カニ 多撒 テ

　 示 シ、 前 者 ノ48%、 後 者 ノ39%、 前 者 ノ35%

　 二封 シ後 者 ノ4%テ 示 セ リ.

　 即 チSqualin試 験 蹴 二於 テ ハ大 多 薮(+)、 ←)

　 ナ ル ニ封 シ、封 照 群 二於 テハ 過 牛 藪 ノ冒辮 〉、(静)

　 ニ シテ/十)ハ 稻{多 ク 〈一〉ノ 例 ハ4%二 過 ギ

　 ズ。

　 腎臓 二於 ケル結 核 性 攣 化
嚇

　 腎 臓 二於 テ モ 結 核 性攣 化 明 カニSqualin試 験

　 群 二於 テ少 シ、即 チ(一)ハ 試 験 群 二於 テハ49%

　 ノ多薮 ナ リ、 封 照群 二於 テハ16%ラ 示 セ リ。

第3節Squalin試 験 獣 ト樹 照 獣 トニ於 ケル経過 ト重 量攣化

試 獣 総 撒232例(SquaIin試 験176例 、 結 核菌

封 照 蹴56例)二 就 テ経 過 ト重 量 トノ關係 ラ検 ス

ル 晶次 表 ノ如 シ.

　 　 　 　 　 　 　 縄過 ト重量愛化

輕　過
　 Squalin試 験例　　　封　　照

墳 邸 蝶 蝿 加不蝋 少
第1週 　・46%　 i50%-　 　4%　 ,5　%

第2週139%

第3週1　 32%

第4週 蓬訂

第5週 　 62%

第6週 　 73%

54%17%晦%

52%　 116%　 、4　%

52%　 　　15%　 　31%

32%

21%

6%125%
　 　 　

6%i11%

聴9%

。塑 ・
47%111%

43%

32%

23%

例

減　少
㎝__

　3%

9%

11%
篇一

26%
㎜}

43%
　 …

66%

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が

Squalin試 猷 ノ・初 メ ノ1、2週 聞a於 テノ・禮 重 ノ

不 攣 ナ ル モ ノ多 ク、 滅 少 セル モ ノハ4%乃 至7

%1ナ リe

3週 ヨ リ4週 二於 テ減 少 ヲ示 ス モ ノ稽 ≧多 ク15

%テ 算 ス、5週 以 後 二於 テハ膿 重 ノ檜加 著 明.・・.

シテ増 加62%ヨ リ73%y示 シ、滅 少 ハ 僅 カニ6

%内 外 ナ リ.之 ヲ封 照 獣 二比 較 スル ニ、 初 メ1

週 、2週 二 於 テハ膿 重 ノ檜 加 セル モ ノ ト不 攣 ナ

ル モ ノハ相 牟 バ シ滅 少 ハ少 シ.

然 ノレニ2i逓}ノ 中 程 ヨ リ3謎 蟄、　4週 、　5i週 ト脅豊重

ノ檜 加 セ ル モ ノ著 シク低 位 テ示 シ來 リ漸 減 シテ

6週 二於 テハ 檜 加 ハ 僅 カ ニ11%ナ リe之 二反 シ

減 少 ハ過 牛 籔 ノ66九 二達 ス。
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第4節 　接 輝結 核 菌 ノ量 トSqualinノ 結 核 阻止 作用

余 等 ノ使 用1タ 結 核 菌 株 ハ其 ノi/ie"◎mgラ 家 兎

耳 静 脈 内接 種u・t・ル ニ動 物 ハ約1ケ 月 ニ シテ高 度

ナ ル融 合性 ノ結 核 結 節 ヲ形 成 シ、 過 牟 敷 ハ 約7

-8週 二 於 テ弊 死 スル強 大 ナ ル毒 カ テ有 スル牛

型 菌 株 ナ リ.即 チ斯 ル病 攣 テ惹起 スル封 照 蹴 ト

同時 二行 ヘ ルSqualin試 験 獣 二於 テ競 二結 核 阻

止 作 用 完 壁 ナル モ ノア リ。

更 二少 量 ノ 菌 量 ト シテ ソ齢 。mg静 腋 内接 種 ノ

例 二 於 テハ 其 ノ阻 止作 用 ハ云 フ ヲ挨 タ ズ。

ソA,s　mg接 種 例 一　・一於 テハ 其 ノ阻1ヒ作 用 ハ完 壁 ト

云 フ テ得 ザ ル モ ノ アル モ、 爾 封 照 二比 較 シテ著

明 ナル 差 異 ヲ認 メ得 ラル。

而 シテ此 ノ量 二於 テ ハ封 照 獣 ハ殆 ン ド過 孚 藪 ハ

.1ケ 月 以 内 二整 死 スル事 ヲ多 籔 ノ實 験 ニ ヨ リテ

確 認 セ リ。

第3章 結 核組 織 二於 ケルSqualinノ 意 義

ぺ第3章 拉二第4章 二就 テハ其 ノ大略テ第17同 日本結核病學會練會二於テ議表セの

(Squalinテ 結 核 生 艦 二 注 射 スル場 合 二出 現 ス

ル抗 酸 性穎 粒).

結 核 家 兎 二Squalinラ 注 射 ス ル 場 合 二 肺 臓 及

他 ノ臓 器 二 於 テ、 特 二其 ノ部 ノ軍 核 細 胞 内 二抗

酸 性 染 色 陽性 穎 粒 ノ出 現 シ、 常 該 穎 粒 内 轟 結 核

菌 ノ食 喰 セ ラ ル ・像 テ病 理 解 剖 組 織 學 的 二認 メ

ラル.

即 チ生 艦 内 二 入 リ タルSqualinハ 其 ノ部 ノ組 織

細 胞 中特 二輩 核 細 胞 内 二貧 喰 サ レ、 或 ハ組 織 淋

巴 間 隙 内 二 抑 留 サ ル。 此 ノ場 合 二Squalinテ

貧 喰 セル 大 輩核 細 胞 内 二 或 ハ 遊 離 歌 二存 スル

Sqnalin二 接 セル 軍 核 細 胞 内 二原 形 質 穎 粒 ノ出

現 テ見 ル.

本 穎粒 ノ出現 二封 シ種 々 ノ方 面 ヨ リ検 索 ヲ重 不

タ ル結,果ハ、Squalinト ノ關 係 ノ下 二於 テ ノ ミ

出 現 シ、Squa}inテ 貧 喰 シ、 或 ノ・Squalinノ

爲 二選 元 セ ラ レテ細 胞 ガ其 ノ原 形 質 穎 粒 ラ現 出

シ タル モ ノ ト見 ル可 ク、 機能 的 ニ ハ能 動 的 機 能

ノ相 ト見 ラ レ、 屡 支該 穎 粒 内 二結 核 菌 ヲ貧 喰 セ

ノレラ・目撃 セ リ轟

斯 ル穎 粒 テ現 出 スル細 胞 ハ主 トシテ組 織 球 性 細

胞 ニ シテ、 肺 胞 上 皮 工於 テモ 同 様 二之 ヲ認 メ、

叉 結 核 結 節 テ形 成 セ ル上 皮 嫌 細 胞 ニ モ多 撒 二 本

穎 粒 ノ出 現 テ観 察 シ得 タ リ。

結 核 組 織 二於 テハ 前 述 ノ如 ク本穎 粒 中 轟結核 菌

ノ貧 喰 サル ・モ ノア リ.

該 顯粒 ハ更 二検 討 ノ結 果 ハ 三 田村 氏 等 ノ攣 粒 盟　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

二該 當 スル モ ノト見 ラ レ、 細 胞 ノ具 臓 スル貧 喰

ナ ル機 能 ユ封 シテ最 モ有 利 ナ ル機 能 ノ相 ナ ル事

テ明 カ ニ セ リ.

余 ノ前 撒 同 ノ報 告 二於 テ結 核 菌 ヨ リ攣 異 セル抗

酸 性攣 異牲 菌 トシ テ認 メタル モ ノノ、實 二本 漂 形

質 頼 粒 ナ リ シ事 テ知 リ、 前 数 同 ノ報 告 中 、 舷 二

其 ノ部 ヲ訂 正 セ ン トスル モ ノナ リ癖

然 ル轟該 攣 粒 艦 ノー 部 凶 ハ 明 カ ニ結 核 菌 ヲ貧喰

シ、 特 二抗 酸 性 染 色 陽性 テ呈 シ、 美麗 ナ ル染 色

テ示 ス モ ノ ア リ。 又 一 部 ハ穎 粒 申 二貧 喰 セ ラ レ

タル モ尚 結 核 菌 ノ原 型 テ示 ス モ ノ等 ア リ.更 二

進 ンデ完全 二穎 粒 中 二貧 喰 シ了 レ リ ト目 セ ラル

モ ノノ、、 唯 抗 酸 牲 梢 気他 ノモ ノニ比 シテ濃 キ赤

色 ヲ呈 スル ニ過 ギ ザ ル程 度 ノモ ノ ア リテ.本 穎

粒 ノ全 部 源 形 質 ノ穎 粒 ト シテ、 攣 糧 診 リ ト

簡 軍 ユ片 付 ケ得 ザ ル モ ノ ア ルノ・上 述 ノ如 シ。

帥 チ攣 粒 艦 内 二囁 取 サ レ タル モ ノニ明 カ ニ結 核

菌 ノ原 型 テ止 メザル ノ・勿 磁 正 常 ナ ル現 出穎 粒

ト シテ ノ攣 粒 艦 ト ノ形 態 的 ノ鑑 別 今 ヤ不 肩∫ナ ル

モ ノ アル ヲ認・メ シム ル テ以 テ ナ リ
.

Squalinノ 注 射 二際 シテ斯 ル細 胞 穎 粒 ラ現 出 ス

ル モ へ 換 雷 ス レバ斯 ル穎 粒 ヲ}見出 セ シム ル

Squalinハ 結 核 阻tL作 用 モ亦 顯 著 ナ ル モ ノ ア リ。
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第4章 結核組織 二於テ其ノ軍核 細胞 内二出現 スル抗酸性

　　顕粒 ノ研究 卜Squalin注 射ニヨ リ出現スル抗酸性

　　　　　 穎粒(滴 状物質)ノ 本態虻 二其 ノ意義

Metschnik◎ffガ 初 メ テ喰 菌 現 象 ナ ルTheorie

ラ登 表 以 來 此 ノ方 面 二關 スル細 菌 學 的 拉 二冤 疫

血 清 學 的 領 域 ノ研 究 ハ大 イニ 見 ル可 キ モ ノ ア リ

キ、 然 ル ニ喰 菌 作 用 箪 於 テ是 等 ノ細 胞 二喰 セ ラ

レ タル 細菌 ノ蓮 命 二就 テノ・、 唯 細 胞 ノ原 形 質 内

二 於 テ恐 ラ ク蛋 白分 解 酵 素 ニ ヨ リ細 胞 内 二於 テ

清 化 セ ラル ・モ ノナ ラ ン5/Mouton(1902)等

ノ考 察 ガ科 學 的 ノ根 糠 ナ シニ容認 サ レ來 リ シ塵

ナ リ。

喰 作 用 ノ形 態 的 研 究 ハ三 田村 、 仁 藤 氏 等 ⑳ 及

ビ羽 里 氏(助 等 ノ研 究 ニ ヨ ツテ明 カニ サ レ
、細胞

ノー種 ノ原 形 質 穎 粒 ニ シ テ氏 等 ノ所 謂 攣粒 艦 中

二囁 取 貧 喰 セ ラル ・モ ノナ ル事 ガ確 定 セ ラ レ今

ヤー般 ノ認 ムル塵 トナ レ リ
。

余 ハ結 核 組 織 中 二 出現 スル抗 酸 性 物 質 二就 テ ノ

研 究 二際 シ屡 ≧軍 核 細 胞 内二抗 酸 性結 核 菌 染 色

ニ ヨ リ赤 色 ノ或 ハ薄 赤
、桃 色等 二 出現 スル滴 歌

物 質 ヲ認 メ タ リ。 而 シテ之等 ハ殆 ン ド総 テ ガ細

胞 ノ原 形 質 中 二 見 プル ・モ ノデ、大 サノ・極 ク微

細 ナ ル禦覇 犬ノモ ノ ヨ リ、 稽 ≧大 ナ ルハ核 小 禮 位

ノ大 サ ニ蓬 スル。 鐵 反 慮 ヲ施 ス時
、 ソ ノ原 形 質

ノ嘩 等 ナ ル薄 イ黄 色 二染 ル ガ各 穎 糊 犬ノ滴 歌物

質 ハ 不 染 ノ場 合 ガ多 イ、 時 ニ ハ鐵 反慮 陽 性 ノ物

質 ラ混 ジテ ヰ ル。

コ ノ物 質 二就 テノ艦 二長 崎馨 大 病 理 學教 室 ノ竹

内教 授 蛇 ニ ソ ノ門 下(圏 ニ ョ リ報 告 セ ラ レタル

モ ノニ ー致 λル モ ノ ・如 シ。

然 ル ニ余 ハ先 般 來、結 核 動物 二Squalinヲ 注 射

スル場 合 、 各臓 器 ノ結 核 病 竈 三於 テ其 ノ軍 核 細

胞 内 二 或 ハ他 ノ部 分 ノSqualinノ 存 スル所 二

集 レル輩核 細 胞 内二 赤 色 ノ穎 粒 ノ出 現 極 メ テ多

撒 ナ ル ラ癸 見 セ リ。

結 核 家 兎 二　Squalin》 注 射・セ ル場 合 ノ88{列 中

62例(70%ノ ニ抗 酸 姓穎 粒(滴 状 物 質)テ 認 メ
、結

核 菌 ノ ミノ封 照Wt　A於 テハ30例 申僅 力ca　2例

(6%〉 、Squalin丈 ノ封 照 蹴 二於 テ ハ28例 中

3例(10%)二 之 テ認 メ タ リ。

肺 二於 ケル之 等 出現 穎 粒 ノ組 織 學 的 部 位 ト シテ

ノ、

)

♪

1

9
勾

、

　
　ー

0
り

4

肺胞内ノ遊走細胞内

肺胞壁間質内二遊走浸潤 セル大軍核細胞

内

血管壁周園結締織中 ノ遊走細胞内

結核結節、結核種肉芽組織二於ケル上皮

様細胞内

等 轟 シテ、 之 等 細 胞 ノ原 形 質 内二 出現 シ或 ハ原

形 質 外 二於 テモ見 ラル ・場 合 ア リ.後 者 ノ場 合

二於 テハ 明 カニ細胞 膜 ノ破綻 ニ ヨル モ ノナ ル事

ガ窺 ・・ル。 穎 粒 ノ形 態 的 観 察 ニ ヨル分 類 トシ テ

大 約 次 ノ三 ッユ幅 分 シ得 ラル ・ガ如 シ.

第1型 、 此 ノ型 二囑 スル モ ・ハ抗 酸1生原 形 質穎

粒 ノ大 サ李 等 デ其 ノ配 列 ニー 定 ノ序 ア リ、 穎 粒

ハ密 二 出現 シ、 初 メハ抗 酸 性 染 色 二封 シテ薄 赤

或 ハCyanophil,　 Gentianophilナ ル頼 粒 ヲ混 ジ

テ ヰ ル、穎 粒 中 二結 核 菌 ラ貧 喰 スル ニ至 レバ穎

粒 ノ抗 酸 性 染 色 モ増 強 シ、 結 核 菌 ト同様 ノ抗 酸

性 染 色 陽性 テ示 スニ 至 ル、 斯 ル 場 合 二於 テ ハ細

胞 匿 ノ形 態 モ 不定 形 ナ突 起 テ出 ス モ ノ多 シ、 時

二細 胞 罷 ノ破 綻 モ認 メ ラル
、 鐵 反 慮 陽 性物 質 ハ

當 初 ヨ リ認 メ ラ レズ.

第2型 、 鐵 反 慮 陽 性 物 質 ラ混 ジ、 抗 酸 性 穎 粒 ハ

不 定形 ナ ルモ ノ多 シ、 配 列 モー 定 ノ規 則 ナ ク穎

粒 ハ大 ナ ルモ ノハ核 小髄 位 二達 ス.

第3型 、 鐵 反鷹 陽 性物 質 ヲ 多 ク認 メ抗 酸 性 穎粒

ハ微 細 ナ ル モ
、抗 酸 性 染 色 二深 赤 色 二現 出 サ ル。

鐵 反 慮 陽 性物 質 ト抗 酸 性物 質 ノ 浦 長 トハ相 反

シ、 抗 酸 性物 質 ノ減 少 スル ニ從 ヒ漸 次 鐵 反 慮 陽

性物 質 ノ出 現 多籔 トナ ル。
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而 シテSqualin注 射 ノ 場 合 二 出現 ス ル穎 粒 ハ

正 常 家 兎 ノ場 合 ハ勿 論 、 結 核 家 兎 ノ場 合 二於 テ

モ殆 ン ド総 テ第1型 二厨 シ、 極 ク稀 二 第2型 及

ビ第3型 テ混 ジ、 結 核 ノ ミノ封 照 家 兎 二於 テノ・

　 (1)抗 酸 性 染 色

　 (2　)・　Haemat◎xylin-Eosin染 色

顯(3)Sudan　 lll染 色

掛4沖 嚇 超耀 難
化(5)鐵 　 反　 磨

學(6)漂 　 白　 法
的　 (7)漂 白後 ノ鐵 反 磨

反

磨(8)Mit◎chondria　 Koster尾 形 氏 法

(9)Weigert　 Fibrin氏 染 色

kloxav、 「^マ レ キ シ リ ン」染 色

第3型 二屡 スル モ ノ多 シ。

次 二顯 微 鏡 化 學 的 ノ反 慮 ニ ヨ ル之 等 穎 粒 ノ本態

的 考 察 ラ検 シタル結 果 次 表 ノ如 シ。

表 中()内 ノ・同 一 切 片 標 本 二就 テ行 ハ ザ ル モ ノ。

第1型

　十

difflls(Eosinophil)

之 二由 ル時 、 第3型 ノ・Mitochondriaノ 染 色 ガ

陽 性 ニ シテ1種 ノMitochondria、 或 ノ・其 ノ攣

質 セ ル モ ノ ト認 メ ラ レ、第2型 ノ・Metachondria

(攣粒 罷 〉ノ漿 質 セ ル モ ノ ・如 ク所 謂Rasselノ

小罷 ニー 致 ス。

第1型 ノ・穎 粒 ノ配 列 ニ ー 定 ノ序 ア リ、 大 サ モ李

等 ナ ル所 ヨ リ見 テ(Metachondriaノ 生 理 的 範 園

内 二存 スル モ ノ ト認 ム可 キ モ ノナ ラ ン。

結 核 家 兎 二Squalinテ 注 射 スル 場 合 二 主 ト シ

テ現 ハ ル ・ 第1型 ノ 穎 粒 ノ、然 ラバ良 イ意 味 ノ

Aktivノ モ ノナ ル カ、 或 ノ・退 行 性 ノモ ノナ ル カ

バ 爾 今 後 多藪 ノ研 究 二挨 タザ ル可 カ ラ ズ、 然 ル

ニ 斯 ル穎 粒 テ 現 出 スルSqualin試 験 獣 ハ前 述

ノ如 久 常 二結 核 菌 蛇 二結 核 病 攣 二封 シテ阻 止

的 二作 用 シ、 極 メ テ良 好 ナ ル成 績 ヲ揚 グル事 ラ

統 計 的 二示 シテ居 リ、 尚且 ツ斯 ル穎 粒 中 二結 核

薗 ノ貧 喰 セ ラ レタ ル像 ヲ組 織 墜 的 二形 態 學 的 二

(十)

(一)

第2型

　十

不雫等

(十)

　±

　±

(±)

　±

　 十

屡 ㌃ 目 撃 セ リ。

第3型

　 十

不 李等

(「)

　 ±

　 十

(+)

以上 ノ諸項テ要締 シテ次 ノ如キ結論 テ得 タリ。

1)Squalin注 射二際 シ組織 ノ輩核細胞内二出

現 スル抗酸性穎粒ハ三田村博士等 ノ攣粒盟 ニー・

致 ス。

2>　 當該穎粒中二結核菌 ノ喰作用 テナステ形態

學的二目撃 セリ。

3)細 胞穎粒申ニテ喰作用テ螢爲スルモ ノハ鍵

粒盟 ナリ.此 ノ攣粒匿 ノ現出ハ生理的範園内二

於 ケル細胞 ノ適磨攣性ニシテ能動的、機能 ノ相

ト見倣 サル.

4)　 上述各種 ノ抗酸性穎粒ニハ練 テ少 クトモ能

動的 ノー面 テ有 スルモノナ リトナス三輪氏醐

ノ読二贅意 ラ表ス。

5)鐵 反懸 ト穎粒 トノ關係ハ不明ナルモ鐵反慮

陽性物質モ抗酸性穎粒 ノ現出二封 シー部 ノ役割

テ演ズルモノ・如 シ。

第5章Squalin注 射 ノ家兎結核病饗 二及ボス愛化 ノ病理解剖學的観察

Squalinラ 静 脈 内 ヨ リ注 射 セ ル家 兎 ノ剖 見 二際

シテ ハ常 二封 照 トノ比 較 ト云 フ事 二最 モ重 黙 ヲ

置 キ テ検 セ リ。

肺 二於 テ ハ第2章 二 於 テ記 載 ノ如 クSqualinノ

有 能 ナ ル モ ノテ使 用 ス ル揚 合 ニ ハ殆 ン ド結 核 性

攣 化 ヲ肉眼 的 ニ モ 顯 鏡 ニ ヨ リテ モ認 メ 得 ラ レ

ズ。　 容

稻 丸良 好 ナ ル モ ノ ト シテ嶽 個 ノ結 節 ヲ肺 二散 見

ス ル モ ノ カ ラ 精 嵐多 藪 ノ結 節 テ 見 ルモ ノ迄 ア

リ、然 ル ニ融 合 性 ノ大 結 節 ノ・Squalin試 験 蹴 二

於 テハ1例 ダ ヲ認 メ得 ラ レズ,

Squalin試 験 蹴 轟於 テ肺 ノ稻 ≧褐 黄 色 テ示 スモ

ノ ア リ、 之 等 ハ血 液 二 由 來 ス ル色 素 ノ沈 着 セ ル

モ ノナ リ。 慶Dチー部 ノSqualinノ 血 栓 ノ破 綻 性



第2號 】 高 崎 ・鴻 上=　Squalinか 結 核(総 括的 観 察) 103

掲 血 ヲ惹 起 セ ル事 テ誇 スル モ ノニ シテ結 核 阻 止

作 用 ニ ハ サ シタ ル攣 化 ナ ク阻 止作 用 モ 同様 二認

メ フ ル.

次 二時 々 見 ラ ル ・擾 化 ト シテ正 常 ノ時 二比 較 シ

テSqualin試 験 蹴 ノ肺 二於 テ ハ硬 度幾 分 柔 軟 ニ

シテ弼 性 ノ僅 カニ減弱 ヲ示 スモ ノア リ、 之 ノ・肺

胞 壁 間 質 ノ増 大 肥 厚 セ ル爲 二基 ク攣 化 ナ リ.

Squalinハ 其 ノ新 陳代 謝 及 蓮 命 二 關 ス ル研 究 ノ

章 二於 テ述 ベ タ ル如 ク主 ト シテ組織 球 性細 胞 内

二 入 リ組織 臓 器 ノ各 所 二蓮 搬 サ ル。故 二結 核 結

節 ノ如 キ血 管 テ訣 ク虚 二於 テ モ其 ノ上 皮様 細 胞

申 二 入 リテ容 易 二結 節 内 二齎 ラサ ル、 即 チ病 竈

ヲ取 リ捲 キ或 ハ園 続 ス ル組 織 球 性細 胞 内 二 入 リ

テ此 ノ部 二 蝟集 ス、 次 二肺 ノ病 攣 二於 テモ上 記

ノ如 ク上 皮 様 細 胞 内 二 入 リ タル獣 態 二於 テ結 核

結 節 及 結 核 性 浸 潤 部 二集 ル事他 ノ臓 器 ノ場 合 ト

同様 ナ ル ガ、 更 二肺 二於 テー ツ ノ興 味 アル現 象

ハ 肺 胞 壁 間 質 内 ノ淋 巴 間 隙 二存 スルSqualin或

ノ・肺 ノ毛 細1血管 内 二抑 留嵌 止 サ レタ ルSqualin

ハ結 核 病 竈 二 向 ヒ求 心 的 二集 籏 シ來 リ之 等病 竈

テ園 続 スルー ツ ノ環 テ形 成 スル事 ナ リ。匡

此 ノ事 二封 シテ ハ 前 数 同 ノ 報 告 二於 テ 述 ベ タ

リ,,家 兎 ノ 實 験 的 結 核 ハSqualinノ 静 脈 内注

射 ニ ヨ リ殆 ン ド完 壁 二近 キ迄 二其 ノ形 成 ラ阻 止

サ ル。

Squalinテ 皮 下 、 或 ハ 腹 腔 内 二使 用 スル場 合 ニ

ハ 結 核 形 成 阻IL作 用 ハ稽 支静 脈 内注 射 ノ場 合n　 Sl

比 シ劣 ル.

家 兎 二封 シ牛 型 結 核 菌 株 ヲ耳静 脈 内 二接 種 シ約

1ケ 月 ニ シテ試 黙 ノ結 核 性攣 化 ハ ヨ ク之 テ艶 死

セ シム ル如 キ大 景 ノ薦 彗 妾種 スル 場 合 二於 テ モ

活 性 有 能 ナ ルSqualinヲ 使 用 ス ル 場 合 ニ ハ殆

ン ド定 型 的 ノ結 核 性攣 化 テ肉 眼 的 ニ ハ勿 論 顯 微

鏡 的 ニ モ認 メ得 ラ レズ.

Squalinニ ヨル生罷 組 織 ノ反 癒 ハ 輕微 ナル モ ノ

多 シ。 時 二大 量 ノSqualinガ 肺 毛細 血管 二塞

栓 ヲ形 成 ス ル場 合 二 其 ノ部 ノ肺 ノ組 織 二　Nek-

robioseノ 攣 化y見 ル事 ア リ。叉更 二輩 核 細 胞 ノ

圓 形 限 局姓 浸 潤 テ 來 シ謂 所Gefssswandgran-

ulom　 ノ像f形 成 入 ル モ ノ ア リ。

各 實 質 性 臓 器 二 於 テ モ 第2章 ノ 表"示 スガ如

ク、 封 照 群 二封 シSqualin試 験 群 ハ 結 核 性 攣

化遙 カ ニ輕 易 ナ リ.

之等 ノ攣 化竈 ラ顯 鏡 ンテ先 ヅ第 一 二注 日 ス可 キ

ハ結 核 薗 ノ多 寡 ニ ア リ,封 照 群 二於 テ饒 多 ナ ル

結 核 菌 集 團 テ 認 ム ル場 合二 於 テ モSqualin試

験 群 二於 テハ結 節 中 二抗 酸 性結 核 菌 ノ藪 甚 ダ少

ク、 細 胞 浸 閥 竈 二 於 テノ、抗 酸 性 菌 ハ全 ク認 メ ラ

レズ、 而 シテ 時轟 斯 ル結 節 内 二 青 色 二 染 ル球 菌

及桿 菌 ヲ認 メ シム。

縛括及考察

結核 牲疾 患 二封 シ高度 不飽 和 炭 化 水 素Squalin

Ct　。H.s。ヲ試 モ、先 ヅ動 物 實 験 ト シテ海旗 及 家 兎

ノ多藪 二就 テ前試 験 ヲ行 ヒ タ ル腿 、 生罷 内 二於

ケルSqualinノ 新 陳 代謝 及生物 學 的 作 用二 種 々

興 味深 キ關係 ヲ登 見 シ、 之等 ノ事 項 ニ ツ キ逐 次

其 ノ原 因拉 二作 用 反 慮等 テ検 討 、 之 等 ノ結 果 ハ

嶽 次 二亙 リ結核 誌上 二髪 表 シ來 リ シ慮 ナ リ。

而 シ テ之 等 ノ報 告 ハ 各夫 々一 ツー ツ ガ新 知 見 ナ

ル モ ノ多 ク 從 ツ テ ー一貫 セルSqualinノ 業 績 タ

ラ ズ噺 片 的 ナ ル結 果 テ報 ズル モ ノ多 カ リキ.

之 等 ヲ弦 ニー括 シ概 括 的観 察 ラ下 シ タル モ ノヲ

前 編 及 本 編 二於 テ爽 表 セ ン トセ ル モ ノナ リ.

先 ヅSqualinヲ 結核 生鷺 二 注 射 ス ル場 合 二於

ケ ル血 液 ノ攣 化 ト シテハ高 度 ナ ル 白血 球 増 多 症

ト「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 拉 二購 基 性嗜 好 系擁{胞ノ増

敷 ナ リ。 赤 血 球 血 色 素 量 等 二攣 化 ナ シ儲

結 核 家 兎 二 封 スルSqualinノ 結核 牲 攣 化 阻IL

作 用 ハ實 二完 壁 二近 キ モ ノア リ、 而 シテ之 等 ハ

接 種 菌 量 ノ多 少 二 拘 ラ ズ同 様 ノ結 果 ヲ得 ラル ・

モ ノナ 几事 デ知 ル、 斯 ル良敬 ナ ル結 果 ヲ得 ルエ

ハSqualinノ 使 用 量 ヲ家 兎 艦 重pro　 KilO　O.1

以 下 ト シテ連 緬 静脈 内 二注 射 シ約1週 間 ヨ リ10

日間 二及 ブ、 皮 下 、及 腹 腔 内注 射 ノ場 合其 ノ成

績 之 二劣 ル。 爾斯 ル 成 績 ヲ揚 グ ルSqualinハ
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活 性優 秀 ナ ル モ ノ タ ラザ ル可 カラ ズ(Squalinノ

活 姓 二就 テ ハ著 者 ノ1人 高 崎 ノ實 験 的 結 核 二及

ボ スSqualinノ 影 響 第2報 二 其 ノ 詳 細 テ述 ベ

タ リ〉。Squalin試 験 獣 ト封 照 獣 トx於 ケル 経

過5重 量攣 化 ヲ 見 ル ・・…Squalin試 蹴 二於 テ注

射 常 初 二 輕 度 乍 ラ 重 景 ノ 減 少 デ來 ス モ ノ ァル

モ、 大 多撒 ハ 不 攣 ナ ル モ ノ多 シ
、2週 以 後 ハ

Squalin試 蹴 二於 テ ハ瀬次 重 量 ノ増 加 著 明 トナ

ル 、 結 核 菌 ノ封 照 ハ之 二反 シ重 量 ノ漸 減 幻 レモ

ノ大 多藪 二及 ビ、 第6週 二於 テ ハSqualin獣 二

於 テ ハ檜 加73%、 減 少 僅 カニ6%ナ ル ニ 反 シ、

封 照 獣 二於 テノ噌 加 僅 カ ニ11%、 む妙 ハ過 牛籔

ナル66均 テ算 ス,,
茎

Squalinノ 結 核 性 攣 化阻 止 機 韓 二就 テ

之 二就 テ ハ再 三 報 ジ タル ガ如 ク、　 1.其 ノ選 元

性 二基 ク菌 ノ登 育 隈 止作 用 、2.二 次 的 二結 核

阻 止機 韓 二Z.9.eq　7.ル 、 多核 白1血球 、 大 軍 核 細 胞

等 ノ檜 数 テ呼 ビ、 更 二K-E系 系統 ラ刺 戟 シテ

機 能 的 興 奮 ヲ惹起 セ シム等 ニ ヨル モ ノナ リ
.3.

次 二Squalinハ 直接 結 核 菌a封 シ
、 之 二接 鰯

スル事 ユ ヨ リ菌 テ死 滅 セ シメ
、 或 ノ無 毒 性 ナ ル

攣 異 性結 核 菌 テ生 ズ ル コ トテ述 ベ タ リ、 コ ノ第

3ノ 事 項 二就 テ著 者 ノ1人 高 崎 ハ本 編 第3章 及

第4章 二 於 テ 認 メ タ ルSqualin注 射 ニ ヨ リ生

艦 ノ輩 核 細 胞 内 二出 現 ス ル抗 酸 性 穎 粒 二就 テ今

一 ツ ノ有 カ ナ ル結 核 阻 止機 轄 テ目撃 シ之 ヲ提 唱

ス ル モ ノナ リ。

Squalinヲ 生 禮 二注 射 スル時
、 ソ ノ軍核 細胞 内

二抗 醐 赫 染 穎粒 ノ出 現 シ
、 蛇 癩 粒 中 二結 核

菌 ノ貧 喰 巌 取 サ ル 像 テ 形 態 的 二 屡 帽 撃 セ

リ。 而 シテ斯 ル穎 粒 ノ現 出 多藪 ナ ル組 織 二於 テ

ハ 結 核 性 攣 化 阻 止作 用 モ亦 實 二完 壁 ナ ル テ多 藪

ノ實 験 例 二就 テ明 カニ セ リ鍛

而 シテ コ 頗 粒 二就 テ種 研 索 ノ結 果 ・』二三田村

氏 等 ノ攣 粒 器 轟 … 致 スル モ ノナ ル事 ヲ知 ルニ 到

レ リ。9PチSqualinハ 還 元 作 用 ト ニ教 的 ノ組

織賦 活 作 用 ノ外 二其 ノ殺 菌 的 直 接 作 用 ト相 關聯

シテ喰 菌 作 用 ヲ有 ス ル攣 粒 罷 ノ現 出 二」直接 的 ナ

ル 影 響 テ興 フル モ ノ 現 倣 サへ 然 ルニ之 ト組

織 細 胞 ノ賦 活作 用 トガ如何 ナ ル關 係 ニ ア ル カバ

現 在 ノ慮 明 カ ナ ラ ズ、

賦 活 作 用 ナ ル モ ノガ上 述 ノ如 キ細 胞 穎 粒 ノ出 現

テ多 少 ナ リ トモ意 味 ス ル モ ノナ ル ヤ否 ヤ ハ 未 ダ

決 定 シ得 ラ レザ ル庭 ナ リ。

結 核 二封 ス ルSqualinノ 特 殊 性 二 就 テ

Walbumハ 重 金 厩 購 類9用 ヒテ ノ結 核 ノ治 療

二就 テ
、 過 量 ノ該物 質 ノ投 與 ハ抗 需 ノ産 生 テ撞

制 阻 止 シ、 而 シテ盧 接 金囑 ノ中毒 ニ ヨ リ結 核 ノ

進 行 テ促 進 セ シム、 故 二適 當 ナ ル濃 度 ト適 量 使

用 ガ 金属 盤 療 法 ノ要 諦 ナ リ ト述 ベ タ リ燈

Meisnerハ 結 核 海瞑 二毒 性 結 核 菌 テ接 種 シ毎 日

或 ハ隔 日 二Germanium　 (GeOL)〉 ノ0.00019ヅ

ツ 号注 射 セ ル モ ノハ封 照 ヨ リ早期 二弊 死 シ
、 唯

1同 或 ハ2同1週 間 オ キ ニ注 射 ノモ ノハ封 照 ヨ

リ生 命 ヲ長 カ ラ シメ得 タ リ トナ シ
、Walbumト

同様 ナ ル結 論 二 達 セル 事 テ述 べ 更 二 後 者 ノ場

合 、 斯 ノ如 キ攣 化 テ起 ス藥 剤 ハ特 殊 的 ノモ ノニ

非 ズ トナ ス.

特 殊 性 ナル 考 ヘノ・Ehrlichノ 化 墨 療 法 ノ當初 二

考 ヘ ラ レタ ル如 ク剣 然 タノ嘔 域 テ定 メ ラ レ得 可

キモ ノ ニ非 ズ。Ehrlichニ ヨ リテ溝 ヘ ラ レ タル

化 學 的 藥 鋼 へ 生 禮 細 胞 二封 スル特 殊 親 和 力 ナ

ル モ ノハ結 核 ノ場 合 ノ如 ク其 ノ寄 生 禮 ナ ル結 核

菌 ガ複 雑 ナ ル化 學 的 構 成 テ有 ス ル モ ノニ封 シテ

ハ 被 寄 生 龍 ナ ル動 物 及 人 類 ノ細 胞 二封 スル 親 和

力 ト澗 二劃 然 タノ嘔 別 ラ付 シ得 ノレ藥 劇 綴 見

スル ハ 實 二至 難 ナ ル技 ナ リ ト云 フ可 シ
。 結 核 二

封 シテ 金製 捌 壌 見 サ レタル當 初 二 於 テノ・金 ハ

結 核 組 織 樹 シテ電 氣 的 親 和 力 靖 シ、 從 ツ テ

其 ノ現 ノ・ス治 辮 用 ノ・n◎s・tr・Pデ ア リ
、 取

Aeti・tr・Pニ シテSalvarsan及Opt。chinユ

匹 敵 ス ル モ ノ ナ リ レ ・Feldt/Krys。1gan

二就 テ 又Mφ11gaard/Sanocrysin
二 就 テ ノ

観 念 ナ リ キ.

然 ル轟 之 等 ノ金剤 ハ結 核 ノ有 無 二拘 ラズ
、 其 ノ

4骸 ハ肺 二於 テ認 メ ラ レ
、 次 ノ糞 便 中 二多 ク排

泄 サ レ、 次 ユ 筋 肉 、 胸 膜 滲 出液 申
、 脾 臓 、腎臓 、

腫 瘍 等 視 出 サ ノい 事 ヲ知 リ結 核 組 織 二電 氣 的
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親 和 力 ノ存 ス ルモ ノニ非 ザ ル事 ヲ指 摘 セ ラ レタ

リ癬

叉、 試 験 管 内 ニ テ結 核 菌 ノ外膜 ト結 合 シ之 ヲ融

解 セ シム ル、 脂 肪 酸及Lipoidノ 類 モ生 禮 内 二

於 テ、 結 核 病竈 及結 核 菌 トノ親 和 性 ア リ ト構 ヘ

ラル ・モ ノナ リ、 成 程 之等 ノ物 質 ハ結 核 病 竈 或

ハ結 核 菌 三直 接 作 用 セ シムル 時 ハ化 合 性 結 合 性

ラ畿 揮 スル ト考 ヘ ラル ・モ生 翻 細 胞 組 織 二於 ケ

ル脂 肪物 質 トモ同 様 二 結 合 性 ヲ示 ス事 ハ明 カニ

シテ之 テ以 テ親 和 性 トスルハ 其 ノ當 ヲ得 タル モ

ノニ非 ズ、 化學 的 趨 向性 トモ 見 ル可 キ モ ノニ シ

テ何 等特 殊 ナ ル意 義 テ有 セ ズ。

元 來 化學 的 療 法 ノ持 ツ意 義 ヨ リ云 ヘ バ病 原 的 二

作 用 シテ病 原 菌 ヲ絶 滅 セ シムル モ ノ タル可 キ ナ

リ.然 ルニ結 核 ノ如 キ極 メ テ慢 性 的 二禮 ノ清耗

減弱 テ來 入モ ノヲ主罷 トスル疾 患 二封 シ如斯 原

因 的 二作 用 シテ結 核 菌 ノ絶 滅 ヲ期 セ ン事 ハ 耗 ダ

難 事 ニ シテ結 核 二封 シ化 學 的藥 剤 ノ髪 現 サ レ原

因 的 二作 用 シテ菌 テ死 滅 セ シムル ト云 フモ勿 論

比 較 的 ノ意 味 二外 ナ ラズ。

之 テ以 テ完 全 二禮 内 ノ菌 テ臓滅 セ ン事 ノ、登 見 者

自 身 ト難 モ恐 ラ クハ夢 想 ダ モ セ ザ リ シ所 ナル可

シ、 罷 ノ抵 抗 力 如何 ト相 挨 ツテ初 メテ治 数 作 用

ラ現 スモ ノ タル ハ極 メ テ常 識 的 ナ ル事 柄 ナ リ ト

スe

要 ハ生 艦 ノ新 陳代 謝 、 生 活 要 件 ラ保護 シ乍 ラ爾

且 菌 二封 シテ ハ其 ノ登 育 ヲ阻 止 シ或 ハ 之 プ滅 殺

スル モ ノ タ ラザ ル可 カ ラ ズ。

徽 毒 二於 ケルSalvarsanノ 如 キ 治 療 剤 ノ 登 見

結

1・Squalinヲ 實 験 的 結 核 家兎 二静 脈 内注 射 ス

ル場 合 二其 ノ血 液 孤 及 ボ ス影 響 ト シテノ、著 明 ナ

ル白血 球 増 多 ト「エ オ ジ ン」拉 二 盤基 嗜 好 性 白 血

球 ノ増 多 ナ リ。

2・S　 aualin注 射 動 物 ハ ソ ノ封 照 …v比 シ、 肺 、

肝 、 脾 及腎 臓 二於 ケル結 核 性 攣 化 極 メ テ僅 微 ニ

シ テ、 且 ヅ、 ソ ノ結 核 姓 攣 化 阻 止作 用 ハ 接 種 菌

量 二關 係 ナ ク現 ル。

サ レ、 之 ガ結 核 二封 シテ治 療 的数 果 ア リ トス レ

バ、 ソ レハ 結 核 ノ極 メ テ早期 力或 ハNeumann

ノ所 謂Haematogene-Streuungノ 時期 二於 テ

用 ヒ ラ ル ・場 合 二限 ラル可 シ ト思 考 セ ラル、 然

ル ニ コ ノ時 期 ヲ知 ル事 ハ大 多撒 轟 於 テ不 可能 ナ

ル事 周 知 ノ如 シ.

Squalinハ 健 康 ナ ル動 物 生 艦 蒜封 シ之 ラ大 量 二

使 用 スル モ何 等 ノ障 碍 テ起 サ シメ ズ癖

然 ル ニ結 核 生艦 二封 シテ大 量 ヲ使 用 スル 場 合 ニ

ハ 結 核薦 及 結 核 組 織 ト ノ問 工 大 ナ ル愛 化 ラ惹 起

シ過 量 使 用 ノ場 合 二 於 テハ結 核ec　Vノ 作 用 ニ ヨ

ルニ吹 的 産生 物 質 ノ爲 二生髄 ノ龍 力 減 退 テ來 ス

場 合 ア ル テ兇 ル、 例 ヘ バ結核 菌 ノ攣 異 ニ ヨル菌

血 症 テ起 シ急 激 ニー 時艦 力 ノ減 弱 テ來 ス場 合 ア

リ。

余 等 ノ動 物 實 験 成績 ハ 之 ノ ミ轟 テ優 二他 デ凌 駕

ス ル優 秀 牲 テ有 ス ル モ ノニ シテ、 動 物 實 験 ノ結

果 ラ以 テ結 核 ノ治 癒 機 轄 ラ云 爲 シ得 ル モ ノナ ラ

バ、 實ca　 Squalinハ 完 全 ナ ル 結 核 治 療 剤 ト云

フテ得 可 シ臨 躰 的 實 験 ト シテハ 余 等 ノSqualin

療 法(第4鞭 中 二於 テ各 種 ノ結 核 患者 二 使 用 シ

卓 数 アル ヲ認 メ、 叉著 者 ノ1入 高 崎 ハ羅 氣 管 的

肺 病 竈 注 入i療法 ニ ヨ リTurban-Gerhard　 /3

期 二相 當 ス ル肺 結 核 患 者 二多 藪 ナ ル陽 性 成 績 ラ

得 タ リ。 唯 遺憾 乍 ラ 表ダ其 ノ例 激 二於 テ少 撒 ナ

ル爲 二患 者 ノ封 照 テ置 キ多 年 ノ観 察 ヲ ナ スニ至

ラズ、 更 二其 ノ治 療 的 償 値 ハ 今 後 ノ嚴 正 ニ シテ

且 ツ眞 摯 ナ ル追 試 二 挨 タザ ガ可 カ ラ ズ.

論

3.Squalin試 験 蹴 二 於 テ ハ實 験 ノ當 初 二於 テ

微 力 ナ ル重 量 ノ減 少 テ示 スモ ノ ア リ。 然 ルニ2

週 以 後 二 於 テハ大 多撒 二於 テ重 量 ノ増 加 著 明 ト

ナ ル。

4.Squalinテ 結 核 動 物 二注 射 ス ル場 合 ノx他ノ

健 康動 物 二注 射 スル場 合 二比 シ特 二 各臓 器 組 織

二於 ケル圓 形 細胞 ノ原 形 質 轟抗 酸 性 染 色 陽 性穎

粒 ノ出現 多激 トナ ル.涌 シ テ抗 酸 牲 穎 粒 ノ出現



多藪 ナ ル モ ノハ 結 核 阻 止作 用 モ顯 著 ナ リ。

5・Squalin 。注 射=ヨ リ組 織 ノ圓 形細 胞 内 二 出

現 ズ ル抗 酸 性穎 粒 ハ 攣 粒 龍 ナ リ。

6・ 當 該 攣粒 罷 内 二屡 ヒ抗 酸 性 結 核 菌 テ囁 取 セ

ル像 テ 目撃 セ リ.

7.Squalin注 射 ニ ヨ リ出 現 ス ル圓形 細 胞 ノ抗

酸 性 穎 粒 ハ細 胞 ノ能 動 的 機能 ノ相 ト見 ル可 ク、

Squalinノ 結 核 阻 止作 用 二封 ス ルー一ツ ノ有 力 ナ

ル言登=左ナ リ ト思 惟 ス。
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      BY THE JAPANESE ASSOCIATION FOR TUBERCULOSIS 

       On the Squalin  (C,„H-„) for Tuberculosis (Summary  Observation. 

 I) The Influence of the Squalin upon the  Organism. 

 Ti 

 Tamotsu Takasaki and  Mitsua,ki  Kcgami. 

 the  K.gamillospital  and  the  1)0  Ii  of  'hi,  Tokio 
 Medical  C(11 e,_.re  in  T.lcio.) 

    Concerning the influence of the  Squalin upon the  organism.  we have already report-
ed several times in the  " Kekkaku  The Journal of  the  ,Japanese  A=sociation for Tuber-
culosis). Many of these reports were independent  :in(  h_,fici-_'nt in connection with one 
another. This reason owed to that there  \\rt  e many  intere.4inr . findings, for the Squalin 
shows the complicated  reaction for the  org'anisin and the..--;quaiin taken in the organism 
is demonstrable  histologically by  microse.‘lie.  Now we  wish  to  supply the report publish-
ed already and report new findings afterwards  obtained.  Thes:: new  findings are as 

 follows  :  — 
    1) As the  colour-reaction for the Squalin,  \Ve have examined the  Jod-reaction , the 

Brom-reaction, and the  (  xyclase-reaction. We  have  ;i1).,erv(--.(1 that these  reiv-tins are a 

peculiar one to  tho Squalin. 
    2) We have  examined the  dose of the  Squalin that  can with  safety for 

 rabbit. 
    3) We have examined the  influerwe of  the  civalin  ul)uri the  U!  1  f the healthy 

                                                        winrabbit. When the Squalin injected into the healthy  ral)bit. we (aleuco- 
cytosis, the increase of the eosinophilic  leucocyt(2s  anti the  basophili(i.  11.t(,)cyte7 in the 
blood. The increase of the basophilic  leucocyte;  is a  stran ,,,n,




